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3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

前項で取りまとめた整備効果について、その内容を分かり易く説明するための資料を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1.1 将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成の手順 
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3-1．整備効果にかかわる説明資料の作成について 

(1)説明資料作成の手順 

作成の手順としては、説明対象と説明状況を想定し、現時点で有効な説明手法を把握した後、説明資

料の作成を行うこととする。 

また、来年度の事業評価監視委員会に向けて、委員会資料(素案)を作成する。 

 

(2)説明対象と説明状況の想定 

整備効果内容を分かり易く説明するため、説明対象や説明状況を具体的に想定し、その状況に応じた

説明手法を下表の通り検討した。 

 

1) 説明対象の想定 

本項では整備効果にかかわる説明資料の作成について、有効な説明手法を把握し、説明資料を作成す

ることを目的としている。そのため、説明対象の想定は第2章で整理した以下の3つのグル―プを対象

とした説明資料を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1.2 利用者需要からみた説明対象 

 外環を直接的に 

業業務務利用する 

外環を直接的に 

生生活活利用する 

外環を直接的に 

利利用用ししなないい  

沿線地域 

（外環 IC・JCT 周辺、 

外環沿線地域） 

 

 

  

沿線地域外 

（三環状地域、 

その他地域） 
   

説明対象を 

沿線住民、一般道路利用者、企業 の３グループに区分 

沿線住民のグループ 

一般道路利用者のグループ 企業のグループ 

※なお、環状８号線の利用者等は、「外環を直接的に利用しない」に含むこととする 
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2) 説明状況の想定 

 説明状況を想定する際には、説明対象の規模、説明内容の詳細度によって異なると考えられる。 

 整備効果内容をわかりやすく説明するためには、規模を小さくして配布資料や口頭により個別に具

体例を説明することが望ましいと考えられるが、個別説明は対象者が限定的となり、広く周知すること

が難しいと考えられる。 

 また、中規模の町内会や学区単位であれば、ある程度の規模の集団に対してポスター・パネル等を

用いた説明会を行うことにより、地域単位で具体的に説明が可能となるが、個別の対象者の事情に応じ

た説明は難しくなる。 

 さらに、インターネット・CM 等を活用した一般的な広報活動では、対象者が大規模になり広く周

知することが期待できるが、立場の異なる対象者に対して一様に説明することから整備効果内容を各地

域事情に応じた説明は難しいといえる。 

 いずれの説明状況も長所・短所があるが、その説明内容の選定は説明対象の規模によって異なると

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1.3 説明対象の規模と説明内容の詳細度から見た説明状況の想定 

 

小規模 

（説明対象の規模） 

中規模 

大規模 

（説明内容の詳細度） 

配布資料・口頭で 

具体を説明可能 

ポスター・パネル等により

地域単位で具体を説明可能

インターネット・CM等 

で広く一様に説明可能 

＜説明状況の想定＞ 

個別説明 

(配布資料・口頭等)

地域説明会 

(オープンハウス等)

一般的な広報活動 
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3) 有効な説明手法の把握 

1）、2）で想定した説明対象と説明状況を踏まえ、説明手法を整理すると下表の通り考えられる。 

現時点で有効と考えられる説明手法として、「個別説明や地域説明会の実施頻度が多いこと」「説明

対象の規模が小さいながらも、より具体に整備効果内容を説明することが重要であること」に着眼し、

配布資料による説明手法が有効であると考えられることから、2章で整理した整備効果項目について配

布を想定した説明資料用素材を作成することとした。 

なお、説明資料は定量的な説明および図表等を用いた視覚的にわかりやすい資料を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
個別説明 

(会議・電話等) 

地域説明会 

(オープンハウス等) 

一般的な広報活動 

 

 
対象者は限定的 対象者は小規模 対象者は大規模 

沿線住民 

・配布資料による説明

・口頭による説明 

・配布資料による説明

・口頭による説明 

・ポスター・パネル等
はり紙による説明 

・ポスター・パネル等
はり紙による説明 

・ＣＭ等映像による説
明 

・インターネット等通
信媒体による説明 

一般道路 

利用者 

・配布資料による説明

・口頭による説明 
（対象外） 

・ポスター・パネル等
はり紙による説明 

・ＣＭ等映像による説
明 

・インターネット等通
信媒体による説明 

企業 

・配布資料による説明

・口頭による説明 
（対象外） 

・ポスター・パネル等
はり紙による説明 

・ＣＭ等映像による説
明 

・インターネット等通
信媒体による説明 

表 3-1.1 説明対象と説明状況を想定した説明手法 

より汎用性のある 

説明状況に応じた配布資料に活用可能な説明資料用素材（案） を作成する。

現時点で有効と考えられる説明手法
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3-2．説明資料用素材（案）の作成 

(1)説明資料用素材（案）の掲載項目の選定 

整備効果を説明する資料として説明資料用素材に必要な掲載項目を選定する。 

説明資料の掲載項目を選定するにあたり、説明対象である沿線住民、一般道路利用者、企業の特性を

踏まえ、以下の方針で選定することとする。 

 

 

表 3-2.1 説明資料用素材の掲載項目の選定方針 

説

明 対

象 

掲載項目の選定方針 

沿

線 住

民 

沿線住民は、外環(関越～東名)利用と沿線道路の日常生活利用の中で得ることの

できる整備効果を中心に説明することが望ましいと考えられる。 

⇒主に外環(関越～東名)整備による幹線道路・生活道路利用への整備効果を中心

とした掲載項目とする 

一

般 道

路 

利

用者 

一般道路利用者は、外環(関越～東名)や外環(関越～東名)沿線の一般道を日常利

用する中で得ることのできる整備効果を中心に説明することが望ましいと考えられ

る。 

⇒主に外環(関越～東名)整備による高速道路・幹線道路利用への整備効果を中心

とした掲載項目とする 

企

業 

企業は、外環(関越～東名)の業務利用で得ることのできる整備効果を中心に説明

することが望ましいと考えられる。 

⇒主に外環(関越～東名)整備による高速道路利用・幹線道路利用への整備効果を

中心とした掲載項目とする 
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上記の考え方のもと、選定した掲載項目は以下のとおりである。 

 

表 3-2.2 説明資料用素材の掲載項目 

 

 

番号 区分 項目 説明 ターゲット

住民 利用者 企業

1 現況 外環の概要 外環は広域交通を担う重要な路線である。 ● ● ●

2 現況 ３環状の整備状況 外環は３環状の一部となっている。 ● ● ●

3 現況 首都圏のネットワーク状況 首都圏の環状道路の整備が遅れている。 ● ●

4 現況 高速道路の渋滞状況 都内の高速道路ほぼ全区間がH２４主要渋滞箇所に選定されている。 ● ●

5 現況 一般道の渋滞状況 東京都の主要渋滞箇所は４３３箇所存在する。 ● ● ●

6 現況 ２３区の通過交通 ２３区内を走行する交通のうち、約１６％が２３区内に用のない通過交通である。 ● ●

7 現況 環状８号線の通過交通 環状８号線の全交通量の２３%が沿線に用のない通過交通である。 ● ● ●

8 現況 東京都の旅行速度 東京都区部の混雑時旅行速度は全国と比べて著しく低い状況である。 ● ● ●

9 現況 沿線の旅行速度 外環(関越～東名)沿線は混雑時平均旅行速度２０km/h未満の道路が多く存在している。 ● ● ●

10 現況 並行する現道の損失時間
外環(関越～東名)に並行する環状７号線、環状８号線の損失時間は、全国平均の約１５倍
および約２６倍と高く、渋滞が著しく発生している。

● ● ●

11 現況 並行する現道の事故状況
外環（関越～東名）に並行する環状７号線、環状８号線の死傷事故率は、全国平均の約１．
３倍～１．７倍となっている。

● ● ●

12 現況 抜け道の事故
外環(関越～東名)周辺の抜け道における交通事故の発生率は都内の市区町村道と比較し
て約５～９倍程度高くなっている。

●

13 現況 救急搬送の現況
東京は救急車の出場件数が全国で最も多く、入電から病院までの搬送時間が最も多くか
かっている。

●

14 現況 閉塞しない道路の割合
外環(関越～東名)周辺は閉塞しない道路の密度が低く、ミッシングリンクとなる可能性があ
る。

● ● ●

15 現況 広域的な物流施設の立地状況 ３環状沿線や京浜港周辺には広域的な物流施設が集中している。 ●

16 現況 京浜港のコンテナ貨物取扱量 京浜港の外資輸出入コンテナ取扱量は全国シェアの約４０％を占めている。 ●

17 整備効果 沿線地域の交通量の減少 外環の整備により、沿線地域の交通量が減少する。 ● ● ●

18 整備効果 主要拠点間の時間短縮 主要ICから東名高速方面までの所要時間が大幅に短縮される。 ● ●

19 整備効果 沿線地域からICまでの所要時間短縮 外環の整備により、沿線区市から主要IC・JCTまでの所要時間が大幅に削減される。 ●

20 整備効果 バスの定時性の確保
外環の整備により、渋滞発生による環状８号線の所要時間のばらつきが解消し、路線バス
の遅延解消が期待される。

●

21 整備効果 救急搬送(２０分圏域)のエリアが拡大
第三次医療施設までの救急搬送(２０分圏域)エリアが広がり、カバーできる人口が拡大す
る。

●

22 整備効果 大規模災害時でも安定した救急搬送路を確保 首都高速道路で通行止めが発生した場合、外環が迂回機能（リダンタンシー）を発揮する。 ● ●

23 整備効果 外環の総便益
外環整備による走行時間短縮、走行経費縮減、交通事故減少の総便益は約２．４兆円であ
る。

● ● ●
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(2)説明資料用素材（案）原稿の作成 

前述した「説明対象」別に説明資料用素材原稿案を作成する。 

次頁から「説明対象」別の説明資料用素材案を示す。 
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① 沿線住民向け説明資料用素材原稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況 

┃外環の概要 
外環は、首都圏の渋滞緩和、環境改善や円滑な交通ネットワークを実現する上で重要な路線であ

り、現在は関越道と連絡する大泉JCTから三郷南ICまでの約34kmを供用しています。  
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現況 

うちの近くに環状道路が
できるのね！ 

環状道路ができたらどう
なるのかしら？ ┃３環状の整備状況 

外環は、首都圏の３環状道路の一部となっており、東京都の７区市（世田谷区・杉並区・練

馬区・武蔵野市・調布市・三鷹市・狛江市）を通過します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※開通時期については検討が必要 
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現況（首都圏の渋滞状況） 

┃一般道の渋滞状況 
東京都の主要渋滞箇所は 433 箇所存在し、そのうち 300 箇所は 108 区間に集約されます。

東京はやっぱり渋滞が激しいな

車で子供を迎えに行くと、いつも
時間がかかるんだよね！ 

※東京都の主要渋滞個所を示す。 
※一般道とは高速道路以外の道路をさす。 
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┃環状８号線の通過交通 

現況（環状８号線の交通状況） 
環状８号線はほとんどが渋滞区
間に指定されてるのねぇ 

通り抜け交通を減らして渋滞を
緩和して欲しいわぁ 

環状８号線においては全交通量の 23％が沿線に用のない通過交通であり、環状７号線において

は 34%が沿線に用のない通過交通です。このため、環状７号線、環状８号線では沿線に用のない

通過交通と、沿線利用の内々、内外交通などが輻輳しており、主要渋滞個所が多く存在しています。

※外環沿線の一般道の主要渋滞個所を示している。 

資料：平成24年度首都圏の主要渋滞箇所の特定結果（首都圏渋滞ボトルネック対策協議会）より作成
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現況（速度） 

東京都区部は全国と比べるとこ
んなに速度が遅いのね！ 

特に環状８号線は 20km/h 未
満が多くあって遅いなんて ┃東京都の旅行速度 

 東京都区部の混雑時旅行速度は全国と比べて著しく低くなっています。また、外環(関越～東名)

に並行する環状７号線、環状８号線の混雑時旅行速度は一般国道の全国平均と比較しても低くなっ

ています。 

┃沿線の旅行速度 

 外環(関越～東名)沿線は混雑時平均旅行速度 20km/h 未満の道路が多く存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: H22道路交通センサス

全道路：高速自動車国道、都市高速道路、一般国道、一般都道府県道（センサス対象道路）  

高速道路：高速自動車国道、都市高速道路 

※環状７号線は都道４４２号線と環七通りの交差点～上馬交差点の区間を対象とした 
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35

17

20

0 10 20 30 40 50 60 70 80

東京都区部

全国

東京都区部

全国

東京都区部

全国

環状８号線

環状７号線

高
速

道
路

一
般

国
道

全
道

路

速度(km/h)

外
環

環八 環七

※環状８号線は環八南田中交差点～環八東名入口交差点の区間を対象とした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス 

20km/h未満

30km/h以上

20km/h～30km/h 

凡例（混雑時平均旅行速度） 

関越道 

環
八

環
七

中央道 

東名高速 

外
環

埼玉外環
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現況（損失時間） 
環状８号線の渋滞は全国平均の
２６倍って知らなかったわ！ 

外環はその横を並行して通過す
るのね 

┃並行する現道の損失時間

 外環(関越～東名)に並行する環状７号線、環状８号線の損失時間は、全国平均の約 15 倍および約

26 倍と高く、渋滞が著しく発生しています。 

※渋滞損失時間とは 

基準となる旅行時間（基準旅行時間）から実際にかかった旅行時間の遅れ時間を渋滞損失時間と呼んでいる。

※現道とは現在、主として使用されている道路のことである。 

環
状

８
号

線

環
状

７
号

線

中
央

道

関 越 道

青梅街道

東
八

道
路

(仮称)東名JCT

( 仮称 )中央J C T

(仮称)東八道路IC

(仮称)青梅街道IC

(仮称)目白通りIC

大泉JCT

東
名

高
速

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

環状７号線

環状８号線

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

損失時間：約401.3千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

損失時間：約694.0千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

200千人時間/年・km 未満

凡 例

200千人時間/年・km 以上

150千人時間/年・km 未満

100千人時間/年・km 未満

出典：民間プローブデータ（平成21年度）

※図の値は、損失時間をkmあたりに換算した値

 

■外環（関越～東名）に並行する区間の損失時間 

・ 環状８号線：約６９４．０千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約２６倍） 

・ 環状７号線：約４０１．３千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約１５倍） 

※全国平均値約２６．３千人時間/年・ｋｍ
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現況（事故） 

┃並行する現道の事故状況

 外環(関越～東名)に並行する環状７号線、環状８号線の死傷事故率は、全国平均の約 1.3 倍～1.7

倍となっています。 

┃抜け道の事故 

 外環(関越～東名)周辺の抜け道では事故が多く発生しており、都内の市区町村道と比較した場

合、事故率は５～９倍程度高くなっています。 

環状８号線の事故はあんまり減って
いないのね。 

それに、うちの地域では抜け道利用す
る車が多いのよね！子供たちの事故
が心配だわ 

  

9.9 

8.4 

5.9 

1.1 

0 2 4 6 8 10 12

抜け道３

抜け道２

抜け道１

都内の市区町村道

外環沿線の抜け道における交通事故の発生率(件/km・年)

資料 交通事故発生マップ （平成24年） （警察庁HP）

交通事故統計年報 （平成23年）

道路統計年報 （平成24年）

約５倍

約９倍

約８倍

 

抜け道１

抜け道２

抜け道３

渋滞道路 

 

東
名

高
速

中

央

道

関 越 道

青
梅

街
道

東 八 道 路

( 仮称 )東名J C T

(仮称)中央JCT

(仮称 )東八道路IC

(仮称)青梅街道IC

(仮称)目白通りIC

大泉JCT

環
状

８
号

線

環
状

７
号

線

環状７号線

環状８号線

死傷事故率：約169件／億台キロ
（全国平均：約102件／億台キロ）

死傷事故率：約131件／億台キロ
（全国平均：約102件／億台キロ）

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

～ 50件/億台キロ

50 ～ 100件/億台キロ

100 ～ 200件/億台キロ

≪死傷事故率≫

200 ～ 件/億台キロ

資料：交通事故統合分析データ（H19～H22）より作成 
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北海道

埼 玉

千 葉

東 京

神奈川

愛 知

大 阪
兵 庫

奈 良

福 岡

20
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40

50

60

0 500 1000 1500 2000 2500

平
均
所
要
時
間

1
1
9
番
入
電
か
ら
病
院
等
へ
収
容

(

分)

平均出動件数(件/日)

全国平均 
333 件,38.1 分 

1997 件,54.6 分 

現況（救急医療） 

東京は救急車出動件数と所要時
間がこんなに多いのね！ 

救急搬送は時間が大事だから、
一秒でも早く来て欲しいわ ┃救急搬送の現況 

 東京は救急車の出動件数が全国で一番多く、入電から病院までの搬送にかかる所要時間も全国で

最もかかっています。 

※カーラーの救命曲線は、心臓停止、呼吸停止、大

量出血の経過時間と死亡率の目安をグラフ化し

たもの。 

出動件数、所要時間ともに多い東京：1997件 54.6分 

全国：333件 38.1分 

※圏域は、H22道路交通センサスの混雑時平均旅行速度を用いて、病院から20分で到達できる範囲を算出 
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現況（救急医療） 

┃閉塞しない道路の割合

 首都直下地震が発生し、細街路（幅員13m未満の道路）が閉塞した場合、外環沿線地域をブロ

ック別で見ると、道路閉塞しない13m以上の道路密度は関越～東名間が最も少なく、

0.64km/km2となっています。また、環状道路でみた場合、環状８号線、環状７号線以外の環状

道路はすべてミッシングリンクとなる可能性があります。 

首都直下地震の時は、通行でき
る道路がこんなに減るのね！ 

うちの周辺も道が狭いから心配
だわ 

 

未供用区間ブロック 

（関越～東名） 

環七

環八
幅員 13m 以上道路 

幅員 13m 以上の道路密度

(km/km2) 

1.50

0.64 

供用区間ブロック 

（関越～常磐道） 

埼玉外環 

ブロック名 
エリア面積 

(km2) 

幅員13ｍ以上の 

道路総延長(km) 

幅員13m以上の 

道路密度(km/km2) 

供用区間ブロック 

(関越～常磐道) 
342.2 km2 512 km 1.50 km/km2

未供用区間ブロック 

(関越～東名) 
365.0 km2 234 km 0.64 km/km2

 
※幅員 13ｍは、「首都圏直下地震による東京の被害想定」より細街路の閉塞設定を幅員 13ｍとしているためこれを参考

としている 

資料：DRM2203データ、H17道路交通センサスより作成 
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整備効果（交通量） 

┃沿線地域の交通量の減少
外環(関越～東名)の整備より、練馬区、杉並区周辺では環状8号線、目白通り、笹目通りの交通量

が減少します。 

 

大泉IC

練馬IC目白通りIC

青梅街道IC

笹
目

通
り

練馬区

青梅街道

杉並区

武蔵野市

大泉JCT

青梅街道（吉祥寺通り～千川通り）

目白通り（北原通り～大泉通り）

笹目通り（目白通り～環状８号線）

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

青梅街道（千川通り～女子大通り）

※単位は万台／日

環状８号線（新青梅街道～早稲田通り）

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

5.6 

6.8 

5.6 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

3.3 

3.2 

3.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

4.7 

5.4 

4.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

3.9 

4.1 

6.0 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

4.9 

4.6 

4.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.6 

6.2 

5.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.4 

1.5 

1.0 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）
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整備効果（交通量） 

 外環(関越～東名)の整備により、武蔵野市、三鷹市、調布市周辺では環状８号線、中央通り、五

日市街道、女子大通り、吉祥寺通り、井の頭通りの交通量が減少します。 

外環ができることで家の
近くの道も交通量が減る
なんて安心だわ 

 

青梅街道IC

東八道路IC

中央JCT

調布市

青梅街道

杉並区

武蔵野市

人見街道

三鷹市

東八道路

調布IC

練馬区

中央通り（青梅街道～五日市街道） 五日市街道（吉祥寺通り～環状８号線）

吉祥寺通り（井の頭通り～連雀通り）

井の頭通り（吉祥寺通り～環状８号線）

東八道路（牟礼付近）

甲州街道（三鷹通り～吉祥寺通り）

中央自動車道（調布IC）

※単位は万台／日

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

※東八道路（当該箇所）については現況が２車線で、将来は４車線で推計しています。

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

1.1 

1.7 

1.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.8 

2.1 

2.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

2.3 

2.9 

2.6 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.0 

5.1 

4.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

4.1 

3.3 

2.2 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.6 

6.2 

5.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.5 

1.7 

1.7 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.5 

1.4 

1.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.4 

1.5 

1.0 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）
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整備効果（交通量） 

 外環(関越～東名)の整備により、狛江市、世田谷区周辺では環状８号線（甲州街道～世田谷通り）、

世田谷通りの交通量が減少します。 

 

調布市

三鷹市

狛江市

世田谷区

東八道路IC

中央JCT

人見街道

東名JCT

府中街道

東京IC

玉川IC

杉並区

世田谷通り（狛江通り～多摩堤通り）

環状８号線（甲州街道～世田谷通り）

首都高速道路（東京IC・用賀出入口）

世田谷通り（都県境～狛江通り）

※単位は万台／日

環状８号線（玉川通り～駒沢通り）

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

1.6 

1.7 

2.7 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.4 

1.5 

2.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

7.6 

7.0 

6.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.2 

4.0 

5.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.8 

6.5 

6.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況
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整備効果（交通量） 

外環(関越～東名)の整備により、周辺の高速道路では３号渋谷線、４号渋谷線、５号池袋線の交通量

が減少します。 

外環ができることで周辺の高速道路
の交通量も減るなんて、都心への買い
物が便利になるわ！ 

 

※単位は万台／日

東京都

埼玉県

神奈川県

用賀

高井戸

大泉
板橋

西新宿

美女木

大橋

八王子

大泉・練馬IC＋目白通りIC

関越道

外環

板橋JCT ～ 美女木JCT

西新宿JCT ～ 中央JCT

大橋JCT ～ 東名JCT東名高速

中央道

9.6 

9.0 

8.8 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

10.1 

12.0 

9.8 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

8.7 

9.0 

8.8 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

7.8 

9.5 

10.6 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

4.3 

6.3 

5.7 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

7.8 

7.6 

9.2 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

12.6 

11.3 

11.3 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

8.3 

6.0 

8.2 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況
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整備効果（時間短縮） 

┃沿線地域からICまでの所要時間短縮

 外環(関越～東名)の整備により、世田谷区役所から大泉 JCT までの所要時間が約 30 分～38

分短縮され、杉並区役所から大泉 JCT までの所要時間が約 4～11 分短縮されます。 

IC までの所要時間がこんなに
短くなって助かるわ！ 

資料：H22道路交通センサス 

 

 

環状８号線

大泉ＪＣＴ 

杉並区役所 

大泉ＪＣＴ 

杉並区役所 

青梅街道ＩＣ

外環 

外

環 

 

※所要時間はH22センサス箇所別基本表より対象道路の区間延長を混雑時平均旅行速度で除して算出。 

 

環状８号線

大泉ＪＣＴ 

世田谷区役所 

首都高速４号新宿

大泉ＪＣＴ 

世田谷区役所

中央ＪＣＴ 首都高速４号新宿

外環 

外

環 
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整備効果（時間短縮） 

 外環(関越～東名)の整備により、杉並区役所から東名 JCT では所要時間が約 5～11 分短縮さ

れ、練馬区役所から東名 JCT 間では 23～25 分短縮されます。 

※所要時間はH22センサス箇所別基本表より対象道路の区間延長を混雑時平均旅行速度で除して算出。 

 
杉並区役所 

環状８号線 

東名ＪＣＴ 

杉並区役所 

東八道路ＩＣ

外環 

外

環 

 

 

資料：H22道路交通センサス 

 

東名ＪＣＴ 

練馬区役所 大泉ＪＣＴ
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外
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練馬区役所 

環状８号線
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整備効果（時間短縮） 

 外環(関越～東名)の整備により、武蔵野市役所から東名 JCT 間までの所要時間が約 20～23

分短縮され、調布市役所から東名 JCT では所要時間は約 11～16 分短縮されます。 

※所要時間はH22センサス箇所別基本表より対象道路の区間延長を混雑時平均旅行速度で除して算出。 

 武蔵野市役所 

東名ＪＣＴ 

環状８号線

武蔵野市役所

東名ＪＣＴ 

東八道路ＩＣ

外環 

外

環 

 

 
C

調布市役所 

東名ＪＣＴ 

中央ＪＣＴ

外環 

外

環 

調布市役所 

東名ＪＣＴ 

狛江通り 

 

資料：H22道路交通センサス 
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整備効果（バス定時性） 
たまにバスが遅れることがあっ
て困ってたのよね！ 

外環ができれば、遅れることが
減りそうだから助かるわ 

┃バスの定時制の確保 
 外環(関越～東名)の整備により、渋滞発生による環状８号線の所要時間のばらつきが解消し、路

線バスの遅延解消が期待されます。 

資料：民間プローブデータ 

対象：環八（目白通り～国道246号線）
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所要時間差 
約 16 分 

凡例 
最小平均所要時間のグラフ

最大平均所要時間のグラフ

余裕時間 
約 15 分 

最大平均所要時間・時間帯 

約 50 分（7 時台） 

最小平均所要時間・時間帯

約 34 分（14 時台） 

60km/h で走行した 

場合の所要時間 
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データ件数

旅行時間(分)

所要時間差 
約 13 分 

余裕時間 
約 30 分 

最大平均所要時間・時刻 

約 49 分（17 時台） 

60km/h で走行した 

場合の所要時間 

凡例 
最小平均所要時間のグラフ

最大平均所要時間のグラフ

最小平均所要時間・時刻 

約 36 分（14 時台） 



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-25

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備効果（救急医療） 

┃救急搬送(20分圏域)のエリアが拡大

 第三次医療施設までの救急搬送（20分圏域）のエリアが拡大し、カバーできる人口が64万人

から108万人に拡大します。 

救急車が早く移動できるように
なるのね！ 

短時間で移動できる範囲が広が
れば、安心して暮らせるわ 

※圏域の算出方法：既存道路はH22道路交通センサスの混雑時平均旅行速度を用いて、病院から20分で到達できる範囲

を算出、外環（関越～東名）区間は設計速度である80km/hを用いて算出した。 

※心停止、呼吸停止及び多量出血のような重篤な状

態の傷病者がどのくらいの時間が経過すると死亡

率が５０％を超えるかを曲線グラフで表している。
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出動件数、所要時間ともに多い東京：1997件 54.6分 

全国：333件 38.1分 

 

杏林大学医学部付属病院
まで約50分が約20分に短

杏林大学医学部付属病院
まで約42分が約20分に短
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整備効果（経済・財政） 

┃外環の総便益 

 外環(関越～東名)整備による走行時間短縮、走行経費縮減、交通事故減少の総便益は約２．４兆

円です。 
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② 道路利用者向け説明資料用素材原稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況 

┃外環の概要 

外環は、首都圏の渋滞緩和、環境改善や円滑な交通ネットワークを実現する上で重要な路線であ

り、現在は関越道と連絡する大泉JCTから三郷南ICまでの約３４kmを供用しています。  
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現況 

へー、関越道と中央道、東名高
速が繋がるんだね！ 

でも、環状道路の整備率は他国
よりも遅れてるんだ… 

┃首都圏のネットワーク状況

 我が国の首都圏における環状道路の整備率は４８％で、他国と比較して遅れを取っています。 

┃３環状の整備状況 
外環は、首都圏の３環状道路の一部となっており、関越自動車道、中央自動車道、東名高速

道路を結びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※開通時期については検討が必要 



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-29

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況（高速道路の渋滞状況） 

高速道路はやっぱり渋滞が激し
いのかぁ 

レジャーで通過する時にいつも
渋滞してて困るんだよなぁ ┃高速道路の渋滞状況

 首都圏渋滞ボトルネック対策協議会において、都内の首都高速のほぼ全区間が、平成２４年度主

要渋滞箇所に選定されています。  
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現況（一般道の渋滞状況） 

東京は一般道も渋滞はひどいよ
ねぇ 

環状８号線や環状７号線は渋滞
で動かないときがあるもんなぁ ┃一般道の渋滞状況 

東京都の主要渋滞箇所は４３３箇所存在し、そのうち３００箇所は１０８区間に集約されま

す。 

※東京都の主要渋滞個所を示す。 
※一般道とは高速道路以外の道路をさす。 
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現況（通過交通） 
都心環状線を通過する車が６割
もいるんだね！ 

確かに僕も東京を通過すること
が多いもんなぁ 

┃２３区の通過交通 

 東京２３区内を走行する交通のうち約１６％が東京２３区内に用のない交通です。 

 また、首都高速都心環状線を利用する交通の６割が都心環状線沿道に用のない通過交通です。 



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-32

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況（環状８号線の交通状況） 

環状８号線の通過交通が減れば
渋滞も緩和するんだろうね 

でも、環状８号線を通らないと
南北に動けないからなぁ 

┃環状８号線の通過交通 
環状８号線においては全交通量の２３％が沿線に用のない通過交通であり、環状７号線においては３

４％が沿線に用のない通過交通です。このため、環状７号線、環状８号線では沿線に用のない通過交通

と、沿線利用の内々、内外交通などが輻輳しており、主要渋滞個所が多く存在しています。 

※外環沿線の一般道の主要渋滞個所を示している。 

資料：平成24年度首都圏の主要渋滞箇所の特定結果（首都圏渋滞ボトルネック対策協議会）より作成
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現況（速度） 

え！全国と比べると東京はこん
なに速度が遅いんだ！ 

確かに環状８号線はいつも渋滞
しているイメージがあるなぁ ┃東京都の旅行速度 

東京都区部の混雑時旅行速度は全国と比べて著しく低くなっています。また、外環(関越～東名)

に並行する環状７号線、環状８号線の混雑時旅行速度は一般国道の全国平均と比較しても低くな

っています。 

┃沿線の旅行速度 
外環(関越～東名)沿線は混雑時平均旅行速度２０km/h未満の道路が多く存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: H22道路交通センサス

全道路：高速自動車国道、都市高速道路、一般国道、一般都道府県道（センサス対象道路）  

高速道路：高速自動車国道、都市高速道路 

※環状７号線は都道４４２号線と環七通りの交差点～上馬交差点の区間を対象とした 
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※環状８号線は環八南田中交差点～環八東名入口交差点の区間を対象とした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス 

20km/h未満 

30km/h以上 

20km/h～30km/h 

凡例（混雑時平均旅行速度） 

関越道 

環
八

環
七

中央道 

東名高速 

外
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埼玉外環



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-34

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況（損失時間） 

環状８号線の渋滞は全国平均の
26 倍なんだ！ 

なるほど、それで外環はその横
を並行して通過するのか！ ┃並行する現道の損失時間

外環(関越～東名)に並行する環状７号線、環状８号線の損失時間は、全国平均の約１５倍および

約２６倍と高く、渋滞が著しく発生しています。 

※渋滞損失時間とは 

基準となる旅行時間（基準旅行時間）から実際にかかった旅行時間の遅れ時間を渋滞損失時間と呼んでいる。

※現道とは現在、主として使用されている道路のことである。 
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(仮称)東名JCT

( 仮称 )中央J C T

(仮称)東八道路IC

(仮称)青梅街道IC

(仮称)目白通りIC

大泉JCT

東
名
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東
京

外
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環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

環状７号線

環状８号線

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

損失時間：約401.3千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

損失時間：約694.0千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

200千人時間/年・km 未満

凡 例

200千人時間/年・km 以上

150千人時間/年・km 未満

100千人時間/年・km 未満

出典：民間プローブデータ（平成21年度）

※図の値は、損失時間をkmあたりに換算した値
 

■外環（関越～東名）に並行する区間の損失時間 

・ 環状８号線：約６９４．０千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約２６倍） 

・ 環状７号線：約４０１．３千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約１５倍） 

※全国平均値約２６．３千人時間/年・ｋｍ
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現況（事故） 

┃並行する現道の事故状況 

 外環(関越～東名)に並行する環状７号線、環状８号線の死傷事故率は、全国平均の約１．３

倍～１．７倍となっています。 

環状８号線ではこんなに事故が
起きてるんだ！ 

環状８号線周辺の抜け道でも事
故が多いのかぁ 
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死傷事故率：約169件／億台キロ
（全国平均：約102件／億台キロ）

死傷事故率：約131件／億台キロ
（全国平均：約102件／億台キロ）

東
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高速道路
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凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

～ 50件/億台キロ

50 ～ 100件/億台キロ
100 ～ 200件/億台キロ

≪死傷事故率≫

200 ～ 件/億台キロ

資料：交通事故統合分析データ（H19～H22）より作成



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-36

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況（防災） 

首都直下地震の時は通行できる
道路がこんなに減るのかぁ 

東京を通過するのにかなりの時
間がかかりそうだなぁ ┃閉塞しない道路の割合 

 首都直下地震が発生し、細街路（幅員１３m未満の道路）が閉塞した場合、外環(関越～東名)沿線地

域をブロック別で見ると、道路閉塞しない１３m以上の道路密度は関越～東名間が最も少なく、０．６

４km/km2 となっています。また、環状道路でみた場合、環状８号線、環状７号線以外の環状道路はす

べてミッシングリンクとなる可能性があります。 

 

未供用区間ブロック 

（関越～東名） 

環七

環八
幅員 13m 以上道路 

幅員 13m 以上の道路密度

(km/km2) 

1.50

0.64 

供用区間ブロック 

（関越～常磐道） 

埼玉外環 

ブロック名 
エリア面積 

(km2) 

幅員13ｍ以上の 

道路総延長(km) 

幅員13m以上の 

道路密度(km/km2) 

供用区間ブロック 

(関越～常磐道) 
342.2 km2 512 km 1.50 km/km2

未供用区間ブロック 

(関越～東名) 
365.0 km2 234 km 0.64 km/km2

 
※幅員 13ｍは、「首都圏直下地震による東京の被害想定」より細街路の閉塞設定を幅員 13ｍとしているためこれを参考

としている 

資料：DRM2203データ、H17道路交通センサスより作成 
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整備効果（交通量） 

┃沿線地域の交通量の減少 

外環(関越～東名)の整備より、練馬区、杉並区周辺では環状８号線、目白通り、笹目通りの交通量

が減少します。 

環状８号線(新青梅街道～早稲
田通り)はこのままいくと将来
は交通量が増えちゃうのかぁ 

外環ができることで交通量を減
らせるんだね！ 

 

大泉IC

練馬IC目白通りIC

青梅街道IC

笹
目

通
り

練馬区

青梅街道

杉並区

武蔵野市

大泉JCT

青梅街道（吉祥寺通り～千川通り）

目白通り（北原通り～大泉通り）

笹目通り（目白通り～環状８号線）

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

青梅街道（千川通り～女子大通り）

※単位は万台／日

環状８号線（新青梅街道～早稲田通り）

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

5.6 

6.8 

5.6 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

3.3 

3.2 

3.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

4.7 

5.4 

4.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

3.9 

4.1 

6.0 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

4.9 

4.6 

4.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.6 

6.2 

5.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.4 

1.5 

1.0 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）
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整備効果（交通量） 

外環(関越～東名)の整備により、武蔵野市、三鷹市、調布市周辺では環状８号線、中央通り、五日市

街道、女子大通り、吉祥寺通り、井の頭通りの交通量が減少します。 

 

青梅街道IC

東八道路IC

中央JCT

調布市

青梅街道

杉並区

武蔵野市

人見街道

三鷹市

東八道路

調布IC

練馬区

中央通り（青梅街道～五日市街道） 五日市街道（吉祥寺通り～環状８号線）

吉祥寺通り（井の頭通り～連雀通り）

井の頭通り（吉祥寺通り～環状８号線）

東八道路（牟礼付近）

甲州街道（三鷹通り～吉祥寺通り）

中央自動車道（調布IC）

※単位は万台／日

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

※東八道路（当該箇所）については現況が２車線で、将来は４車線で推計しています。

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

1.1 

1.7 

1.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.8 

2.1 

2.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

2.3 

2.9 

2.6 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.0 

5.1 

4.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

4.1 

3.3 

2.2 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.6 

6.2 

5.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.5 

1.7 

1.7 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.5 

1.4 

1.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.4 

1.5 

1.0 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）
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整備効果（交通量） 

環状８号線(玉川通り～駒沢通
り)みたいに、外環ができること
で交通量が増える道路もあるん
だね！ 

外環(関越～東名)の整備により、狛江市、世田谷区周辺では環状８号線（甲州街道～世田谷通り）、

世田谷通りの交通量が減少します。 

 

調布市

三鷹市

狛江市

世田谷区

東八道路IC

中央JCT

人見街道

東名JCT

府中街道

東京IC

玉川IC

杉並区

世田谷通り（狛江通り～多摩堤通り）

環状８号線（甲州街道～世田谷通り）

首都高速道路（東京IC・用賀出入口）

世田谷通り（都県境～狛江通り）

※単位は万台／日

環状８号線（玉川通り～駒沢通り）

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

1.6 

1.7 

2.7 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.4 

1.5 

2.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

7.6 

7.0 

6.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.2 

4.0 

5.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.8 

6.5 

6.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況
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整備効果（交通量） 

外環ができれば首都高３～５号
線は交通量が減るんだね 

外環によって都心通過を減らせ
る可能性があるんだね！ 

外環(関越～東名)の整備により、周辺の高速道路では３号渋谷線、４号渋谷線、５号池袋線の交通量が

減少します。 

 

※単位は万台／日

東京都

埼玉県

神奈川県

用賀

高井戸

大泉
板橋

西新宿

美女木

大橋

八王子

大泉・練馬IC＋目白通りIC

関越道

外環

板橋JCT ～ 美女木JCT

西新宿JCT ～ 中央JCT

大橋JCT ～ 東名JCT東名高速

中央道

9.6 

9.0 

8.8 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

10.1 

12.0 

9.8 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

8.7 

9.0 

8.8 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

7.8 

9.5 

10.6 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

4.3 

6.3 

5.7 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

7.8 

7.6 

9.2 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

12.6 

11.3 

11.3 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

8.3 

6.0 

8.2 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況
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整備効果（時間短縮） 

東名 IC から川越 IC まで 40 分
近く時間が短縮されるなんで驚
きだね！ 

僕も使ってみようかな ┃主要拠点間の時間短縮

 外環(関越～東名)の整備により、主要ICから東名高速道路、関越道方面までの所要時間が大幅に

短縮され、東京ＩＣから川越ＩＣ間では約３８～４６分短縮されます。 

※使用した速度：供用区間はH22センサスの12時間混雑時平均旅行速度（上り・下り）、外環（関越～東名）

区間は設計速度である80km/h 

 

資料：H22道路交通センサス 

 

環状８号線

東京ＩＣ

川越ＩＣ 

東京ＩＣ

川越ＩＣ 

外環 

外

環 
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整備効果（リダンダンシー） 

┃大規模災害時でも安定した緊急輸送道路を確保 

 首都高速道路で通行止めが発生した場合、外環(関越～東名)が代替路として迂回機能（リダンタ

ンシー）を発揮します。 

高速道路が通行止めになったら
大変だ！ 

でも、環状道路があれば、より
確実に到着できるんだね 
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整備効果（経済・財政） 

┃外環の総便益 

 外環(関越～東名)整備による走行時間短縮、走行経費縮減、交通事故減少の総便益は約２．４兆
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③ 企業向け説明資料用素材原稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況 

┃外環の概要 
外環は、首都圏の渋滞緩和、環境改善や円滑な交通ネットワークを実現する上で重要な路線であ

り、現在は関越道と連絡する大泉JCTから三郷南ICまでの約３４kmを供用しています。  
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現況 

首都圏は環状道路が遅れてるん
ですね！ 

他国が進んでいるんだから日本
も頑張らないと！ ┃３環状の整備状況 

外環は、首都圏の３環状道路の一部となっており、関越自動車道と中央自動車道、東名高速

道路を結ぶことで環状道路の整備進捗がまた一歩進みます。 

┃首都圏のネットワーク状況 
我が国の首都圏における環状道路の整備率は４８％で、他国と比較して遅れを取っています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※開通時期については検討が必要 
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現況（高速道路の渋滞状況） 

┃高速道路の渋滞状況 
首都圏渋滞ボトルネック対策協議会において、都内の首都高速のほぼ全区間が、平成２４年度主

要渋滞個所に選定されています。 

東京はいつも渋滞がひどいです
よね。 

物流や業務では、この時間のロ
スが損失を生んでいるんです！ 
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現況（一般道の渋滞状況） 

┃一般道の渋滞状況 

東京都の主要渋滞箇所は４３３箇所存在し、そのうち３００箇所は１０８区間に集約されま

す。 

東京は一般道も渋滞はひどいですよね 

環状８号線や環状７号線が渋滞で動か
ないと荷物をお届けできなくて！ 

※東京都の主要渋滞個所を示す。 
※一般道とは高速道路以外の道路をさす。 
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現況（通過交通） 
東京を通過するときに迂回でき
る道が少ないですよね 

用の無い車は都心を通らない方
法があればいいんですが… 

┃２３区の通過交通 
東京２３区内を走行する交通のうち約１６％が東京２３区内に用のない交通です。 

 また、首都高速都心環状線を利用する交通の６割が都心環状線沿道に用のない通過交通です。 
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現況（環状８号線の交通特性） 

東京を南北に通過するときは環
状８号線に頼ってしまいます 

こんなに渋滞もするし、できれ
ば違う道で移動したいです ┃環状８号線の通過交通 

環状８号線においては全交通量の２３％が沿線に用のない通過交通であり、環状７号線においては３

４％が沿線に用のない通過交通です。このため、環状７号線、環状８号線では沿線に用のない通過交通

と、沿線利用の内々、内外交通などが輻輳しており、主要渋滞個所が多く存在しています。 

※外環沿線の一般道の主要渋滞個所を示している。 

資料：平成24年度首都圏の主要渋滞箇所の特定結果（首都圏渋滞ボトルネック対策協議会）より作成

環

七

環

八
外

環

関越

中央道

東名高速
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現況（速度） 

全国と比べると東京はこんなに
速度が遅いのですか！ 

首都圏はビジネスの拠点なんで
改善して欲しいですね… ┃東京都の旅行速度 

東京都区部の混雑時旅行速度は全国と比べて著しく低くなっています。また、外環(関越～東名)

に並行する環状７号線、環状８号線の混雑時旅行速度は一般国道の全国平均と比較しても低くなっ

ています。 

┃沿線の旅行速度 

外環(関越～東名)沿線は混雑時平均旅行速度２０km/h未満の道路が多く存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: H22道路交通センサス

全道路：高速自動車国道、都市高速道路、一般国道、一般都道府県道（センサス対象道路）  

高速道路：高速自動車国道、都市高速道路 

※環状７号線は都道４４２号線と環七通りの交差点～上馬交差点の区間を対象とした 

28

67
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35
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20

0 10 20 30 40 50 60 70 80

東京都区部

全国

東京都区部

全国

東京都区部

全国

環状８号線

環状７号線
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路

一
般

国
道

全
道

路

速度(km/h)

外
環

環八 環七

※環状８号線は環八南田中交差点～環八東名入口交差点の区間を対象とした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス 

20km/h未満 

30km/h以上 

20km/h～30km/h 

凡例（混雑時平均旅行速度） 

関越道 

環
八

環
七

中央道 

東名高速 

外
環

埼玉外環
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現況（損失時間） 

┃並行する現道の損失時間 
外環(関越～東名)に並行する環状７号線、環状８号線の損失時間は、全国平均の約１５倍および

約２６倍と高く、渋滞が著しく発生しています。  

環状８号線の渋滞は全国平均の
26 倍なんですか！ 

物流や業務の効率化のため、渋
滞の解消を求めます！ 

※渋滞損失時間とは 

基準となる旅行時間（基準旅行時間）から実際にかかった旅行時間の遅れ時間を渋滞損失時間と呼んでいる。

※現道とは現在、主として使用されている道路のことである。 

環
状

８
号

線

環
状

７
号

線

中
央

道

関 越 道

青梅街道

東
八

道
路

(仮称)東名JCT

( 仮称 )中央J C T

(仮称)東八道路IC

(仮称)青梅街道IC

(仮称)目白通りIC

大泉JCT

東
名

高
速

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

環状７号線

環状８号線

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

損失時間：約401.3千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

損失時間：約694.0千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

200千人時間/年・km 未満

凡 例

200千人時間/年・km 以上

150千人時間/年・km 未満

100千人時間/年・km 未満

出典：民間プローブデータ（平成21年度）

※図の値は、損失時間をkmあたりに換算した値

 

■外環（関越～東名）に並行する区間の損失時間 

・ 環状８号線：約６９４．０千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約２６倍） 

・ 環状７号線：約４０１．３千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約１５倍） 

※全国平均値約２６．３千人時間/年・ｋｍ
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現況（事故） 
環状８号線の事故がこんなに多
いことは問題です！ 

物流活動では安全な走行が第一
ですから 

┃並行する現道の事故状況 
 外環(関越～東名)に並行する環状７号線、環状８号線の死傷事故率は、全国平均の約１．３倍～

１．７倍となっています。 

 

東
名

高
速

中

央

道

関 越 道

青
梅

街
道

東 八 道 路

( 仮称 )東名J C T

(仮称)中央JCT

(仮称 )東八道路IC

(仮称)青梅街道IC

(仮称)目白通りIC

大泉JCT

環
状

８
号

線

環
状

７
号

線

環状７号線

環状８号線

死傷事故率：約169件／億台キロ
（全国平均：約102件／億台キロ）

死傷事故率：約131件／億台キロ
（全国平均：約102件／億台キロ）

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

～ 50件/億台キロ

50 ～ 100件/億台キロ
100 ～ 200件/億台キロ

≪死傷事故率≫

200 ～ 件/億台キロ

資料：交通事故統合分析データ（H19～H22）より作成
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現況（防災） 

首都圏直下型地震の時は通行できる
道路がこんなに減るんですね 

これでは荷物どころか救援物資を運
ぶのにもかなりの時間がかかりそう
です 

┃閉塞しない道路の割合 
 首都圏直下型地震が発生し、災害路（道路復員１３m未満）が閉塞した場合、外環沿線地域の道路閉塞状

況をブロック別で見ると、関越～東名間が最も少なく、０．６４km/km2となっています。また、環状道路

でみた場合、環状８号線、環状７号線以外の環状道路はすべてミッシングリンクとなる可能性があります。

 

未供用区間ブロック

（関越～東名） 

環七

環八
幅員 13m 以上道路 

幅員 13m 以上の道路密度

(km/km2) 

1.50

0.64 

供用区間ブロック 

（関越～常磐道） 

埼玉外環 

ブロック名 
エリア面積 

(km2) 

幅員13ｍ以上の 

道路総延長(km) 

幅員13m以上の 

道路密度(km/km2) 

供用区間ブロック 

(関越～常磐道) 
342.2 km2 512 km 1.50 km/km2

未供用区間ブロック 

(関越～東名) 
365.0 km2 234 km 0.64 km/km2

 
※幅員 13ｍは、「首都圏直下地震による東京の被害想定」より細街路の閉塞設定を幅員 13ｍとしているためこれを参考

としている 

資料：DRM2203データ、H17道路交通センサスより作成 
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資料：第４回東京都市圏物資流動調査（平成15年度） 

 

現況（物流） 

┃広域的な物流施設の立地状況

 国際コンテナ戦略港湾である京浜港や、２４時間国際拠点空港である羽田空港をはじめ、広域的

な物流施設が集中しています。また、供用区間である埼玉外環沿線や放射軸である関越道、東北道、

常磐道沿線においても物流施設が点在している状況です。 

首都圏の物流は日本経済の要です！ 

港や空港からの物流効率化が経済成
長にも関係します 
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現況（物流） 

┃京浜港のコンテナ貨物取扱量

 京浜港（東京港・横浜港・川崎港）の外資輸出入コンテナ取扱量は、全国シェアの約４０％を占

めています。 

 諸外国の港湾と比較した場合、アジアでは第１２位、世界では第１７位に位置しています。 

羽田空港と京浜港から入ってく
る荷物は増え続けています 

円滑な物資流動のためにも、貨
物輸送の強化に期待します 

資料：「貿易円滑化の推進について」関税・外国為替等審議会より作成

   財務省関税局（Ｈ２３．４．８）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

上
海

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

香
港

深
セ
ン

釜
山

広
州

ド
バ
イ

寧
波

青
島

京
浜

天
津

高
雄

ポ
ー
ト
ク
ラ
ン

ア
ン
ト
ワ
ー
プ

ハ
ン
ブ
ル
グ

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

タ
ン
ジ
ュ
ン
ペ
レ
パ
ス

（千ＴＥＵ）

：アジアの港湾

：アジア以外の港湾

 

４割増
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整備効果（交通量） 

┃沿線地域の交通量の減少

 外環(関越～東名)の整備より、練馬区、杉並区周辺では環状８号線、目白通り、笹目通りの交通

量が減少します。 

環状８号線(新青梅街道～早稲
田通り)はこのままいくと将来
は交通量が増えるんですね 

でも、外環ができることで交通
量を減らせるんですね 

 

大泉IC

練馬IC目白通りIC

青梅街道IC

笹
目

通
り

練馬区

青梅街道

杉並区

武蔵野市

大泉JCT

青梅街道（吉祥寺通り～千川通り）

目白通り（北原通り～大泉通り）

笹目通り（目白通り～環状８号線）

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

青梅街道（千川通り～女子大通り）

※単位は万台／日

環状８号線（新青梅街道～早稲田通り）

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

5.6 

6.8 

5.6 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

3.3 

3.2 

3.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

4.7 

5.4 

4.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

3.9 

4.1 

6.0 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

4.9 

4.6 

4.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.6 

6.2 

5.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.4 

1.5 

1.0 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）
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整備効果（交通量） 

 外環(関越～東名)の整備により、武蔵野市、三鷹市、調布市周辺では環状８号線、中央通り、五

日市街道、女子大通り、吉祥寺通り、井の頭通りの交通量が減少します。 

 

青梅街道IC

東八道路IC

中央JCT

調布市

青梅街道

杉並区

武蔵野市

人見街道

三鷹市

東八道路

調布IC

練馬区

中央通り（青梅街道～五日市街道） 五日市街道（吉祥寺通り～環状８号線）

吉祥寺通り（井の頭通り～連雀通り）

井の頭通り（吉祥寺通り～環状８号線）

東八道路（牟礼付近）

甲州街道（三鷹通り～吉祥寺通り）

中央自動車道（調布IC）

※単位は万台／日

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

※東八道路（当該箇所）については現況が２車線で、将来は４車線で推計しています。

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

1.1 

1.7 

1.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.8 

2.1 

2.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

2.3 

2.9 

2.6 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.0 

5.1 

4.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

4.1 

3.3 

2.2 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.6 

6.2 

5.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.5 

1.7 

1.7 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.5 

1.4 

1.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.4 

1.5 

1.0 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）
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整備効果（交通量） 

 外環(関越～東名)の整備により、狛江市、世田谷区周辺では環状８号線（甲州街道～世田谷通り）、

世田谷通りの交通量が減少します。 

環状８号線(玉川通り～駒沢通
り)みたいに、外環ができること
で交通量が増える道路もあるん
ですね 

 

調布市

三鷹市

狛江市

世田谷区

東八道路IC

中央JCT

人見街道

東名JCT

府中街道

東京IC

玉川IC

杉並区

世田谷通り（狛江通り～多摩堤通り）

環状８号線（甲州街道～世田谷通り）

首都高速道路（東京IC・用賀出入口）

世田谷通り（都県境～狛江通り）

※単位は万台／日

環状８号線（玉川通り～駒沢通り）

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

1.6 

1.7 

2.7 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

1.4 

1.5 

2.5 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

7.6 

7.0 

6.4 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.2 

4.0 

5.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

5.8 

6.5 

6.9 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況
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整備効果（交通量） 

 外環(関越～東名)の整備により、周辺の高速道路では３号渋谷線、４号渋谷線、５号池袋線の交

通量が減少します。 

外環ができれば首都高３～５号
線は交通量が減るんですね 

都心通過を回避できる環状道路
の機能を発揮してますね 

 

※単位は万台／日

東京都

埼玉県

神奈川県

用賀

高井戸

大泉
板橋

西新宿

美女木

大橋

八王子

大泉・練馬IC＋目白通りIC

関越道

外環

板橋JCT ～ 美女木JCT

西新宿JCT ～ 中央JCT

大橋JCT ～ 東名JCT東名高速

中央道

9.6 

9.0 

8.8 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

10.1 

12.0 

9.8 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

8.7 

9.0 

8.8 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

7.8 

9.5 

10.6 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

4.3 

6.3 

5.7 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

7.8 

7.6 

9.2 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

12.6 

11.3 

11.3 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況

8.3 

6.0 

8.2 

H42

(外環あり)

H42

(外環なし)

現況
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整備効果（時間短縮） 

┃主要拠点間の時間短縮 
外環(関越～東名)の整備により、主要ICから東名高速道路、関越道方面までの所要時間が大幅に

短縮され、東京ＩＣから川越ＩＣ間では約３８～４６分短縮されます。 

東名 IC から川越 IC まで 40 分
近く短縮されるんですね！ 

これなら物流の効率化が図れま
す 

※使用した速度：供用区間はH22センサスの12時間混雑時平均旅行速度（上り・下り）、外環（関越～東名）

区間は設計速度である80km/h 

 

資料：H22道路交通センサス 

環状８号線

東京ＩＣ 

川越ＩＣ 

東京ＩＣ 

川越ＩＣ 

外環 

外

環 
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整備効果（リダンダンシー） 

┃大規模災害時でも安定した緊急輸送道路を確保 
首都高速道路で通行止めが発生した場合、外環(関越～東名)が代替路として迂回機能（リダンダ

ンシー）を発揮します。 

高速道路が通行止めになったら
大変です！ 

でも、環状道路があれば、より
確実に到着できますね！ 
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整備効果（経済・財政） 

┃外環の総便益 
 外環(関越～東名)整備による走行時間短縮、走行経費縮減、交通事故減少の総便益は約２．４兆

円です。 
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3-3．事業再評価資料 

(1)事業評価の流れ 

外環（関越～東名） 

事業化：平成21年度 

再評価要件：新規事業採択後、５年継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 再評価の流れ 
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(2)事業評価委員会資料（案） 
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(3)客観的評価指標（案） 

客観的評価指標は、以下のとおりである。なお、Ｂ／Ｃ、環境値については、最新の推計結果である

「平成22年度 22G東京地区他道路整備計画検討業務」による値を引用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様
式

１
　

客
観

的
評

価
指

標
に

よ
る

事
業

採
択

の
前

提
条

件
、

事
業

の
効

果
や

必
要

性
の

確
認

の
状

況

事
業
名

東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東
名
）

事
業
主
体

関
東
地
方
整
備
局

●
事
業
採

択
の
前
提
条

件
を
確
認

す
る
た
め

の
指
標

指
　
　
標

指
標
チ
ェ

ッ
ク
の
根
拠

事
業
の
効
率
性

■
便
益
が
費
用
を
上
回
っ
て
い
る

費
用
便

益
比
（
B/
C
）
＝
●
●

　
（
経
済
的

純
現
在
価

値
（
B-
C）

＝
●
●
億

円
、
経
済
的

内
部
収
益

率
（
EI
RR
）

＝
 ●

●
％

）

■
整
備
計
画
策
定
済
み

整
備
計

画
策
定
済
　

：
平
成
2
1年

5月

■
円
滑
な
事
業
執
行
の
環
境
が
整
っ
て
い
る

都
市
計

画
（
変
更
）

決
定
済
　

：
平
成
19

年
4月

●
事
業
の

効
果
や
必
要

性
を
評
価

す
る
た
め

の
指
標

政
策
目
標

前 回
指
　

標
　
（
対
象

と
な
る
指

標
の
み
記

載
。
効
果
が
確
認
さ
れ

る
も
の
は

□
を
■
に
変

更
）

指
標
チ
ェ

ッ
ク
の
根
拠

１
．
活
力

円
滑
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
保

●
現
道
等
の
年
間
渋
滞
損
失
時
間
等

区
間
b
（
当
該
区
間
/並

行
区
間
）
に
つ
い
て
：
（
環
状
８
号
線
）

　
　
並
行
区
間
等
（
当
該
区
間
）
の
損
失
時
間
：
約
6
94
千
人
時
間
/年

（
杉
並
区
高
井
戸
～
練
馬
区
南
田
中
）

 
  
 全

国
平
均
の
約
2
6倍

■
現
道
等
に
お
け
る
混
雑
時
旅
行
速
度
が
20
km
/h
未
満
で
あ
る
区
間
の
旅
行
速
度
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る

東
京
都
内
の
渋
滞
の
改
善
が
期
待

　
東
京
都
(
23
区
)混

雑
時
平
均
旅
行
速
度
：
1
9k
m/
h（

全
国
平
均
：
3
5k
m/
h）

□
現
道
又
は
並
行
区
間
等
に
お
け
る
踏
切
交
通
遮
断
量
が
10
,0
00
台
時
/
日
以
上
の
踏
切
道
の
除
却
も
し
く
は
交
通
改
善
が
期
待

さ
れ
る

■
現
道
等
に
、
当
該
路
線
の
整
備
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
バ
ス
路
線
が
存
在
す
る

環
状
７
号
線
、
環
状
８
号
線
の
バ
ス
路
線
の
利
便
性
向
上
が
期
待
で

き
る

□
新
幹
線
駅
も
し
く
は
特
急
停
車
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

■
第
一
種
空
港
、
第
二
種
空
港
、
第
三
種
空
港
も
し
く
は
共
用
飛
行
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

羽
田
空
港
～
関
越
自
動
車
道
（
大
泉
J
CT
）
：
１
１
０

分
⇒
７
０
分

物
流
効
率
化
の
支

援
■

重
要
港
湾
も
し
く
は
特
定
重
要
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

川
崎
港
、
横
浜
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

■
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
地
域
に
お
い
て
農
林
水
産
品
の
流
通
の
利
便
性
が
向
上

東
京
中
央
卸
売
市
場
～
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
郊
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

で
あ
る
関
越
（
大
泉
J
CT
）
：
１
０
５
分
⇒
７
６
分

□
現
道
等
に
お
け
る
、
総
重
量
25
tの

車
両
も
し
く
は
I
SO
規
格
背
高
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
車
が
通
行
で
き
な
い
区
間
を
解
消
す
る

前
提
条
件

事
実
実
施
環
境
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１
．
活
力

都
市
の
再
生

■
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
２
次
決
定
）
に
「
東
京
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
の
整
備
」
と
し
て
位
置
づ
け
（

平
成

１
３
年
８
月
２
８
日
）

■
三
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
を
形
成
す
る

首
都
圏
３
環
状
道
路
の
一
部

□
市
街
地
再
開
発
、
区
画
整
理
等
の
沿
道
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
あ
り

□
中
心
市
街
地
内
で
行
う
事
業
で
あ
る

□
幹
線
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
1.
5k
m/
km
2以

下
で
あ
る

市
街
地
内
で
の
事
業
で
あ
る

□
DI
D区

域
内
の
都
市
計
画
道
路
整
備
で
あ
り
、
市
街
地
の
都
市
計
画
道
路
網
密
度
が
向
上
す
る

□
対
象
区
間
が
現
在
連
絡
道
路
が
な
い
住
宅
宅
地
開
発
(3
00
戸
以
上
又
は
16
ha
以
上
、
大
都
市
に
お
い
て
は
1
00
戸
以
上
又
は
5h
a

以
上
)へ

の
連
絡
道
路
と
な
る

国
土
・
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

□
高
速
自
動
車
国
道
と
並
行
す
る
自
専
道
（
A'
路
線
）
と
し
て
の
位
置
づ
け
有
り

□
地
域
高
規
格
道
路
の
位
置
づ
け
あ
り

■
当
該
路
線
が
新
た
に
拠
点
都
市
間
を
高
規
格
幹
線
道
路
で
連
絡
す
る
ル
ー
ト
を
構
成
す
る

横
浜
市
～
さ
い
た
ま
市
：
９
２
分
→
８
１
分

■
当
該
路
線
が
隣
接
し
た
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
間
を
最
短
時
間
で
連
絡
す
る
路
線
を
構
成
す
る

谷
原
～
瀬
田
：
４
８
分
→
２
１
分

□
現
道
等
に
お
け
る
交
通
不
能
区
間
を
解
消
す
る

□
現
道
等
に
お
け
る
大
型
車
の
す
れ
違
い
困
難
区
間
を
解
消
す
る

■
日
常
活
動
圏
の
中
心
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

川
崎
市
～
さ
い
た
ま
市
　
約
１
０
３
分
　
→
　
約
９
２
分

個
性
あ
る
地
域
の

形
成

□
鉄
道
や
河
川
等
に
よ
り
一
体
的
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
地
区
を
解
消
す
る

□
拠
点
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る

■
主
要
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
期
待
さ
れ
る

東
名
方
面
か
ら
関
越
、
中
央
道
の
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

□
特
別
立
法
に
基
づ
く
事
業
で
あ
る

□
新
規
整
備
の
公
共
公
益
施
設
へ
直
結
す
る
道
路
で
あ
る

□
歴
史
的
景
観
を
活
か
し
た
道
路
整
備
や
中
心
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
道
路
整
備
等
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

で
あ
る

２
．
暮
ら
し

□
自
転
車
交
通
量
が
50
0台

/
日
以
上
、
自
動
車
交
通
量
が
1,
00
0台

/1
2h
以
上
、
歩
行
者
交
通
量
が
50
0人

/
日
以
上
の
全
て
に
該

当
す
る
区
間
に
お
い
て
、
自
転
車
利
用
空
間
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
区
間
の
歩
行
者
・
自
転
車
の
通
行
の
快
適
・
安

全
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る

□
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
お
け
る
道
路
特
定
事
業
に
位
置
付
け
が
あ
る
、
ま
た
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
重
点
整

備
地
区
に
お
け
る
特
定
経
路
を
形
成
す
る
区
間
が
新
た
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
る

□
対
象
区
間
が
電
線
類
地
中
化
５
ヶ
年
計
画
に
位
置
づ
け
有
り

□
市
街
地
又
は
歴
史
景
観
地
区
（
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
区
域
及
び
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
）
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
新

た
に
無
電
柱
化
を
達
成
す
る

安
全
で
安
心
で
き

る
く
ら
し
の
確
保

■
三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込
ま
れ
る

杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
本
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
東
八
道
路
I
Cを

経
由
し
て
広
範

囲
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
可
能

歩
行
者
･自

転
車

の
た
め
の
生
活
空

間
の
形
成

無
電
柱
化
に
よ
る

美
し
い
町
並
み
の

形
成
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３
．
安
全

□
現
道
等
に
死
傷
事
故
率
が
50
0件

/
億
台
キ
ロ
以
上
で
あ
る
区
間
が
存
す
る
場
合
に
お
い
て
、
交
通
量
の
減
少
、
歩
道
の
設
置
又

は
線
形
不
良
区
間
の
解
消
等
に
よ
り
、
当
該
区
間
の
安
全
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る

□
当
該
区
間
の
自
動
車
交
通
量
が
1,
00
0台

/
12
h以

上
（
当
該
区
間
が
通
学
路
で
あ
る

場
合
は
50
0台

/
12
h以

上
）
か
つ
歩
行
者
交

通
量
10
0人

/
日
以
上
（
当
該
区
間
が
通
学
路
で
あ
る
場
合
は
学
童
、
園
児
が
4
0人

/
日
以
上
）
の
場
合
、
又
は
歩
行
者
交
通
量

50
0人

/
日
以
上
の
場
合
に
お
い
て
、
歩
道
が
無
い
又
は
狭
小
な
区
間
に
歩
道
が
設
置
さ
れ
る

災
害
へ
の
備
え

□
近
隣
市
へ
の
ル
ー
ト
が
１
つ
し
か
な
く
、
災
害
に
よ
る
１
～
２
箇
所
の
道
路
寸
断
で
孤
立
化
す
る
集
落
を
解
消
す
る

□
対
象
区
間
が
、
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
、
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
又
は
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画
に
位
置

づ
け
が
あ
る
、
又
は
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ヶ
年
計
画
に
位
置
づ
け
の
あ
る
路
線
（
以
下
「
緊
急
輸
送
道
路
」
と
い
う
）
と
し

て
位
置
づ
け
あ
り

■
緊
急
輸
送
道
路
が
通
行
止
に
な
っ
た
場
合
に
大
幅
な
迂
回
を
強
い
ら
れ
る
区
間
の
代
替
路
線
を
形
成
す
る

首
都
圏
３
環
状
道
路
の
一
部

□
並
行
す
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
路
線
と
し
て
機
能
す
る
（
A'
路
線
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
る
場
合
）

□
現
道
等
の
防
災
点
検
又
は
震
災
点
検
要
対
策
箇
所
も
し
く
は
架
替
の
必
要
の
あ
る
老
朽
橋
梁
に
お
け
る
通
行
規
制
等
が
解
消
さ

れ
る

□
現
道
等
の
事
前
通
行
規
制
区
間
、
特
殊
通
行
規
制
区
間
又
は
冬
期
交
通
障
害
区
間
を
解
消
す
る

□
避
難
路
へ
1k
m以

内
で
到
達
で
き
る
地
区
が
新
た
に

増
加
す
る

□
幅
員
6m
以
上
の
道
路
が
な
い
た
め
消
火
活
動
が
出
来
な
い
地
区
が
解
消
す
る

□
密
集
市
街
地
に
お
け
る
事
業
で
火
災
時
の
延
焼
遮
断
帯
の
役
割
を
果
た
す

４
．
環
境

地
球
環
境
の
保
全

●
対
象
道
路
の
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
自
動
車
か
ら
の
C
O2
排
出
量

C
O2
排
出
削
減
量
：
約

17
万
t/
年

生
活
環
境
の
改

善
・
保
全

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
NO
X排

出
削
減

率
N
OX
排
出
削
減
量
：
約

26
0ｔ

/
年

●
現
道
等
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
SP
M排

出
削
減

率
S
PM
排
出
削
減
量
：
約

13
ｔ
/年

□
現
道
等
で
騒
音
レ
ベ
ル
が
夜
間
要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
る
区
間
に
つ
い
て
、
新
た
に
要
請
限
度
を
下
回
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
区
間
が
あ
る

□
そ
の
他
、
環
境
や
景
観
上
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

５
．
そ
の
他

他
の
ﾌ
ﾟﾛ
ｼﾞ
ｪｸ
ﾄと

の
関
係

□
道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
又
は
都
市
計
画
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

□
関
連
す
る
大
規
模
道
路
事
業
と
一
体
的
に
整
備
す
る
必
要
あ
り

■
他
機
関
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
1
0年

後
の
東
京
へ
の
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
９
」
(
平
成
20
年
12
月
) 
に
「
東
京
の
最
大
の
弱
点
で
あ
る
渋
滞
を
解
消
す
る
三
環
状
道
路

等
の
整
備
促
進
」
と
し
て
位
置
づ
け

■
そ
の
他
、
対
象
地
域
や
事
業
に
固
有
の
事
情
等
、
以
上
の
項
目
に
属
さ
な
い
効
果
が
見
込
ま
れ
る

本
事
業
の
整
備
に
よ
り
、
環
状
８
号
線
の
交
通
量
が
減
少
し
、
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
で
混
雑
を
避
け
て
生
活
道
路

に
入
り
込
ん
で
い
た

通
り
抜
け
自
動
車
が
環
状
８
号
線
を
走
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
生
活
道
路
の
安
全
性
が
向
上

安
全
な
生
活
環
境

の
確
保



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-89

 

3-4．客観的評価指標(案)の根拠 

再評価の様式である客観的評価指標について、以下の内容で効果の分析を行い、外環（関越～東名）

の整備効果に該当するかを整理した。 

 

表 3-4.1 客観的評価指標の項目 

政策目標
新
規
時

指　標　（対象となる指標のみ記載。効果が確認されるものは□を■に変更）

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保

○ 現道等の年間渋滞損失時間等

□ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

□
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期待
される

□ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する

□ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

□ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

物流効率化の支
援 □ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる

□ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上

□ 現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する

１．活力 都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 三大都市圏の環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

□ 中心市街地内で行う事業である

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

□ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

□
対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大都市においては100戸以上又は5ha
以上)への連絡道路となる

国土・地域ネッ
トワークの構築 □ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）としての位置づけ有り

□ 地域高規格道路の位置づけあり

□ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する

□ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する

□ 現道等における交通不能区間を解消する

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

□ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる

個性ある地域の
形成 □ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

□ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

□ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される

□ 特別立法に基づく事業である

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

□
歴史的景観を活かした道路整備や中心商店街のシンボル的な道路整備等、特色あるまちづくりに資する事業
である

政策目標
新
規
時

指　標　（対象となる指標のみ記載。効果が確認されるものは□を■に変更）

２．暮らし

□
自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全てに該
当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安
全性の向上が期待できる

□
交通バリアフリー法における道路特定事業に位置付けがある、または、交通バリアフリー法に基づく重点整
備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り

□
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）の幹線道路において新
たに無電柱化を達成する

安全で安心でき
るくらしの確保 □ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

３．安全
□

現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又
は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる

□
当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ歩行者交
通量100人/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量
500人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される

災害への備え
□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

□
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置
づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）とし
て位置づけあり

□ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A'路線としての位置づけがある場合）

□
現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消さ
れる

□ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する

□ 避難路へ1km以内で到達できる地区が新たに増加する

□ 幅員6m以上の道路がないため消火活動が出来ない地区が解消する

□ 密集市街地における事業で火災時の延焼遮断帯の役割を果たす

４．環境 地球環境の保全
○ 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

生活環境の改
善・保全 ○ 現道等における自動車からのNOX排出削減率

○ 現道等における自動車からのSPM排出削減率

□
現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待され
る区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
の関係 □ 道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけられている

□ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる

安全な生活環境
の確保

歩行者･自転車
のための生活空
間の形成

無電柱化による
美しい町並みの
形成
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(1)活力 

1)現道等の年間損失時間の算出 

並行する現道である環状８号線、環状７号線の損失時間は、以下のとおりである。 

 

 

■外環（関越～東名）に並行する区間の損失時間 

・環状８号線：約６９４．０千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約２６倍） 

・環状７号線：約４０１．３千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約１５倍） 

※全国平均値約２６．３千人時間/年・ｋｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：民間プローブデータ（平成21年度） 

※図の値は、損失時間をkmあたりに換算した値 

 

図 3-4.1 損失時間の発生状況 

 

 

環
状

８
号

線

環
状

７
号

線

中
央

道

関 越 道

青梅街道

東
八

道
路

(仮称)東名JCT

( 仮称 )中央J C T

(仮称)東八道路IC

(仮称)青梅街道IC

(仮称)目白通りIC

大泉JCT

東
名

高
速

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

環状７号線

環状８号線

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

損失時間：約401.3千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

損失時間：約694.0千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

200千人時間/年・km 未満

凡 例

200千人時間/年・km 以上

150千人時間/年・km 未満

100千人時間/年・km 未満
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2)現道等における混雑時旅行速度 

H22 道路交通センサスにおける東京都の平均速度は 18.7km/h、一方、全国平均速度は 35.1km/h とな

っている。 

 

表 3-4.2 H22センサス旅行速度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が 10,000 台時/日以上の踏切道の除去もしくは交通改善

が期待される 

 

外環(関越～東名)沿線には、踏切が存在しているが、踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道

の除去や、当該事業により交通量の転換で交通改善が図られるか不明のため、対象外。 

 

 

 

 

 

 

 

 

混雑時旅行速度（km/h） 昼間非混雑時旅行速度（km/h）
昼間12時間平均旅行速度（km/h）
（時間帯別交通量による加重平均）

DID
（商業地域）

DID
（商業地域

を除く）

その他
市街部

平地部 山地部 合計
DID

（商業地域）

DID
（商業地域

を除く）

その他
市街部

平地部 山地部 合計
DID

（商業地域）

DID
（商業地域

を除く）

その他
市街部

平地部 山地部 合計

東京都全域 高速自動車国道 - 30.9 - - 72.3 37.8 - 84.9 - - 84.2 84.7 - 66.1 - - 80.4 68.8

一般国道の自動車専用道路 - 75.5 77.1 - 78.6 76.7 - 79.2 83.5 - 85.0 81.7 - 78.6 82.9 - 84.9 80.9

高規格幹線道路 - 36.2 77.1 - 74.0 44.8 - 83.4 83.5 - 84.4 83.7 - 67.3 82.9 - 81.1 70.5

都市高速道路 25.3 29.4 - - - 27.4 48.4 49.9 - - - 49.2 44.1 53.0 - - - 48.8

高速道路計 25.3 31.0 77.1 - 74.0 30.4 48.4 56.3 83.5 - 84.4 55.0 44.1 55.8 82.9 - 81.1 51.9

高速道路計（一般国道の自動車専用道路を除く） 25.3 29.7 - - 72.3 28.9 48.4 55.1 - - 84.2 53.5 44.1 55.3 - - 80.4 51.4

一般国道（直轄） 16.1 19.8 15.5 28.1 30.4 16.9 19.1 24.7 18.6 30.6 31.9 20.1 21.1 25.5 22.6 34.5 32.1 21.7

一般国道（その他） 13.1 23.8 26.3 37.5 44.1 27.4 15.1 28.2 32.8 37.0 42.4 30.7 17.2 29.7 40.3 46.0 56.3 31.1

一般国道計 16.0 21.9 22.3 33.4 40.1 19.2 18.9 26.5 27.4 34.4 39.6 22.4 21.0 27.8 31.3 38.3 49.8 23.0

主要地方道（都道府県道） 14.9 16.7 22.7 28.1 36.0 16.9 16.9 19.5 25.2 29.4 37.2 19.4 18.9 21.4 25.7 30.8 34.9 20.6

主要地方道（指定市道） - - - - - - - - - - - - - - - - - -

主要地方道計 14.9 16.7 22.7 28.1 36.0 16.9 16.9 19.5 25.2 29.4 37.2 19.4 18.9 21.4 25.7 30.8 34.9 20.6

一般都道府県道 14.3 16.5 22.7 33.2 32.4 19.0 15.4 18.5 25.4 33.5 32.5 20.6 17.1 19.8 27.1 31.9 34.0 19.4

地方道計 14.6 16.7 22.7 31.8 32.8 18.0 16.1 19.0 25.3 32.4 33.0 20.0 18.2 20.9 26.4 31.3 34.2 20.2

一般道路計 14.9 16.9 22.6 32.0 33.6 18.1 16.8 19.3 25.6 32.6 33.8 20.3 19.2 21.4 27.8 33.3 38.6 20.8

合計 15.6 17.7 22.6 32.0 34.4 18.7 18.0 20.9 25.6 32.6 34.7 21.5 22.1 27.2 27.8 33.3 50.4 25.1

指定市の一般市道 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

全国 高速自動車国道 64.0 59.3 67.1 73.1 71.2 71.1 71.5 77.9 78.5 80.6 79.0 79.5 70.1 72.6 73.8 77.8 76.7 76.4

一般国道の自動車専用道路 - 41.1 65.3 71.6 71.6 70.3 - 57.0 75.1 75.8 74.4 74.7 - 60.1 70.5 75.8 75.9 74.6

高規格幹線道路 64.0 57.0 66.8 72.8 71.3 71.0 71.5 75.3 78.0 79.5 78.4 78.6 70.1 72.0 73.4 77.5 76.7 76.2

都市高速道路 35.2 44.1 76.7 62.2 74.4 41.7 57.3 61.7 76.2 62.5 66.9 60.4 51.5 61.0 80.0 64.2 72.0 57.3

高速道路計 37.9 49.1 66.9 72.6 71.3 67.5 59.2 67.2 78.0 79.2 78.3 76.9 53.4 65.8 73.5 77.3 76.6 72.4

高速道路計（一般国道の自動車専用道路を除く） 37.9 49.5 67.1 72.9 71.2 67.0 59.2 67.7 78.5 80.3 78.9 77.4 53.4 66.0 73.8 77.5 76.7 72.3

一般国道（直轄） 19.4 23.1 32.2 43.7 50.4 36.5 23.7 28.8 37.6 48.6 52.9 41.7 24.3 30.1 35.7 45.0 51.3 35.9

一般国道（その他） 19.5 23.3 33.4 40.6 43.9 38.1 23.1 27.9 37.3 44.0 44.8 41.1 23.5 29.5 35.2 42.0 50.2 37.8

一般国道計 19.4 23.2 32.9 41.9 45.5 37.4 23.4 28.4 37.4 45.9 46.8 41.3 24.1 29.9 35.5 43.6 50.7 36.7

主要地方道（都道府県道） 18.0 19.7 29.6 38.6 39.3 33.9 21.1 23.5 33.5 41.4 39.7 36.5 21.4 24.0 31.3 38.5 41.7 31.1

主要地方道（指定市道） 17.1 18.8 24.2 22.9 22.4 17.9 19.5 22.5 30.0 28.1 24.9 20.7 20.6 23.4 34.4 27.3 21.5 21.7

主要地方道計 17.9 19.6 29.6 38.6 39.3 33.6 20.9 23.4 33.5 41.4 39.6 36.3 21.3 24.0 31.3 38.5 41.7 30.8

一般都道府県道 17.8 19.7 29.1 37.0 34.8 32.7 20.3 22.9 31.6 38.5 35.1 34.3 20.6 23.0 30.5 36.3 35.2 29.9

地方道計 17.9 19.7 29.3 37.7 36.6 33.1 20.6 23.2 32.5 39.7 36.9 35.2 21.0 23.6 30.9 37.5 38.5 30.4

一般道路計 18.4 20.7 30.5 38.8 38.7 34.3 21.6 24.6 34.1 41.4 39.2 36.8 22.4 26.1 33.2 40.3 44.2 33.3

合計 18.8 21.4 30.8 39.5 39.8 35.1 22.1 25.6 34.4 42.1 40.5 37.7 23.8 29.4 34.3 43.1 51.2 36.4

指定市の一般市道 15.8 19.0 22.1 25.7 45.9 18.5 18.6 22.4 26.4 28.4 48.1 21.6 19.5 23.2 27.1 27.2 53.2 22.0

都道府県 道路種別

資料：H22道路交通センサス
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4)利便性の向上が期待できるバス路線 

外環(関越～東名)に並行する環状８号線、環状７号線にはバス路線が存在。当該事業により交通量の

転換がはかられ、利便性の向上が期待できるため、該当。 

 

■バス路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外環（関越～東名）に並行する区間を着色 

資料：東急バスHP 

 

図 3-4.2 外環（関越～東名）周辺のバス路線（東急バス） 

 

環状7号線環状8号線
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※外環（関越～東名）に並行する区間を着色 

資料：小田急バスHP 

図 3-4.3 外環（関越～東名）周辺のバス路線（小田急バス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外環（関越～東名）に並行する区間を着色 

資料：関東バスHP 

図 3-4.4 外環（関越～東名）周辺のバス路線（関東バス） 

環状7号線環状8号線
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※外環（関越～東名）に並行する区間を着色 

資料：都バスHP 

図 3-4.5 外環（関越～東名）周辺のバス路線（都バス） 

 

5)新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上 

外環（関越～東名）整備により、新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセスが向上する地点は存在す

るが、電車または当該道路以外の道路を利用した方がアクセスがよいため、対象外。 

環状7号線



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-95

 

6)第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる 

当該事業により、羽田空港（第一種空港）から関越の入口である大泉ＪＣＴまでの所要時間の短縮が

図られる。 

関越の大泉ＪＣＴ以北地域と羽田空港とのアクセス向上が見込まれるため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.6 練馬ＩＣから羽田空港までのアクセス時間の比較 

 

※使用した速度：既供用区間はH22センサスの12時間混雑時平均旅行速度、外環

開通後区間は設計速度である80km/h 

練馬IC

羽田空港

凡 例

環八利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

首都高利用経路

首都高利用
約85分（現況）外環利用

約110分→約70分
（開通前） （開通後）

４０分短縮４０分短縮

開通前：環八利用
開通後：外環利用



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-96

 

 

表 3-4.3 現況（首都高ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

混雑時平
均旅行速

度(km/h)

所要時間

Ⅲ

(分)
平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 0.8 29.51 1.63

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 1.3 84.89 0.92

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 2.1 84.89 1.48

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 2.1 32.08 3.93

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1 1 46.31 1.30

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 1.1 46.31 1.43

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 0.9 37.23 1.45

11000 11200500010 30510 高速５号池袋線 2.4 2.4 36.39 3.96

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 0.6 22.89 1.57

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 0.1 22.89 0.26

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 0.7 22.89 1.83

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 1.2 22.89 3.15

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 3.2 29.14 6.59

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 2.9 49.53 3.51

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 1.2 48.16 1.49

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1 1 49.55 1.21

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 0.1 34.90 0.17

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 0.2 34.90 0.34

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 1.5 44.17 2.04

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 1.3 44.51 1.75

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 0.4 44.51 0.54

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 1.3 39.21 1.99

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 0.5 40.14 0.75

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 0.7 40.14 1.05

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 0.4 21.51 1.12

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 0.1 21.51 0.28

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1 1 21.51 2.79

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 0.8 18.06 2.66

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1 1 23.86 2.51

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 0.1 14.45 0.42

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 0.6 14.45 2.49
13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 0.2 17.39 0.69

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 0.2 23.33 0.51

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 0.9 51.96 1.04

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 0.9 65.71 0.82
13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 0.9 77.95 0.69

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 0.1 57.22 0.10

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 0.2 60.90 0.20
13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 0.5 63.42 0.47

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 1.1 65.51 1.01

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 0.4 65.51 0.37

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 0.6 60.81 0.59
13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 0.6 33.25 1.08

13100 13201000010 517 高速１１号台場線 2.8 2.8 15.39 10.91

13100 13201000020 517 高速１１号台場線 1.1 1.1 77.63 0.85

13100 13201000030 517 高速１１号台場線 1.1 1.1 77.63 0.85
13100 13200510080 514 高速湾岸線 1.1 1.1 85.10 0.78

13100 13200510070 514 高速湾岸線 0.1 0.1 67.05 0.09

13100 13200510060 514 高速湾岸線 1.7 1.7 67.05 1.52

13100 13200510050 514 高速湾岸線 0.7 0.7 79.20 0.53
13100 13200510040 514 高速湾岸線 1.4 1.4 82.92 1.01

13100 13200510030 514 高速湾岸線 0.5 0.5 78.29 0.38

13100 13200510020 514 高速湾岸線 0.8 0.8 78.29 0.61
13100 13200520010 518 高速湾岸線 4.5 4.5 89.65 3.01

計 55 55 85

資料: H22道路交通センサス
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表 3-4.4 現況（環八ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料: H22道路交通センサス

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

Ⅲ

(分)

平日混雑

13100 13400240150 14026 練馬所沢線 0.7 0.7 16.24 2.59

13100 13400240010 4026 練馬所沢線 0.5 0.5 15.49 1.94

13100 13604430010 6056 南田中町旭町線 1.9 1.9 20.05 5.69

13100 13403110330 4077 環状８号線 0.2 0.2 17.91 0.67

13100 13403110320 4077 環状８号線 0.1 0.1 10.25 0.59

13100 13403110310 4077 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13403110300 4077 環状８号線 0.2 0.2 12.87 0.93

13100 13403110290 4077 環状８号線 1 1 17.05 3.52

13100 13403110280 4076 環状８号線 1.4 1.4 18.93 4.44

13100 13403110270 4076 環状８号線 1.9 1.9 14.67 7.77

13100 13400070440 44005 杉並あきる野線 0.2 0.2 9.74 1.23

13100 13403110250 44005 環状８号線 0.3 0.3 10.44 1.72

13100 13400140310 44005 新宿国立線 1.1 1.1 15.41 4.28

13100 13403110230 4075 環状８号線 0.2 0.2 11.68 1.03

13100 13403110220 4075 環状８号線 0.2 0.2 11.68 1.03

13100 13403110210 4075 環状８号線 0.4 0.4 11.68 2.06

13100 13403110200 4075 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13403110190 4075 環状８号線 1.2 1.2 16.31 4.42

13100 13403110180 4075 環状８号線 1.3 1.3 23.01 3.39

13100 13403110170 4074 環状８号線 1.4 1.4 26.28 3.20

13100 13403110160 4074 環状８号線 1 1 18.20 3.30

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 0.9 14.21 3.80

13100 13403110140 4074 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 0.9 9.73 5.55

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 1.1 12.80 5.16

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 0.7 31.00 1.35

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 1.9 28.43 4.01

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 1.6 32.95 2.91

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 1.9 26.68 4.27

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 0.1 19.04 0.32

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 1.2 22.90 3.14

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 0.1 26.62 0.23

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 2.2 18.52 7.13

13100 13403110040 4071 環状８号線 1.8 1.8 17.22 6.27

13100 13301310020 1101 一般国道１３１号 0.5 0.5 10.05 2.99

13100 13301310010 1101 一般国道１３１号 0.7 0.7 19.93 2.11

13100 13403110020 4070 環状８号線 1.4 1.4 44.92 1.87

13100 13403110010 4070 環状８号線 1.5 1.5 46.75 1.93

13100 13303570290 4070 一般国道３５７号 1.5 1.5 64.54 1.39

13100 13303570280 41145 一般国道３５７号 1.5 1.5 60.44 1.49

計 36.7 36.7 110
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表 3-4.5 整備後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料: H22道路交通センサス

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

Ⅲ

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 0.8 29.51 1.63

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 16 80.00 12.00

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 0.5 64.53 0.46

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 0.9 14.21 3.80

13100 13403110140 4074 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 0.9 9.73 5.55

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 1.1 12.80 5.16

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 0.7 31.00 1.35

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 1.9 28.43 4.01

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 1.6 32.95 2.91

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 1.9 26.68 4.27

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 0.1 19.04 0.32

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 1.2 22.90 3.14

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 0.1 26.62 0.23

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 2.2 18.52 7.13

13100 13403110040 4071 環状８号線 1.8 1.8 17.22 6.27

13100 13301310020 1101 一般国道１３１号 0.5 0.5 10.05 2.99

13100 13301310010 1101 一般国道１３１号 0.7 0.7 19.93 2.11

13100 13403110020 4070 環状８号線 1.4 1.4 44.92 1.87

13100 13403110010 4070 環状８号線 1.5 1.5 46.75 1.93

13100 13303570290 4070 一般国道３５７号 1.5 1.5 64.54 1.39

13100 13303570280 41145 一般国道３５７号 1.5 1.5 60.44 1.49

計 38.8 38.8 70
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7)重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上 

外環(関越～東名)の整備により、特定重要港湾である横浜港との圏域（90 分）が拡大し、アクセス

向上が図られるため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.7 横浜港からの90分到達圏域 

 

※到達時間の９０分は、圏域の広がりを確認するために任意で設定した値 

※使用した速度：供用区間はH22センサスの12時間混雑時平均旅行速度、外環（関越～東名）区間は設計速

度である80km/h 

※面積は、H17国勢調査地域メッシュ統計（総務省統計局）における500ｍメッシュを用いて算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: H22道路交通センサス
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8)農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性の向上 

外環(関越～東名)の整備により、中央卸売市場（大田市場）から関越の入口である大泉ＪＣＴまでの

所要時間の短縮が図られる。 

関越の大泉ＪＣＴ以北地域の農林業を主体とする地域の利便性が向上するため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.8 練馬ICからの中央卸売市場までのルート図 

※使用した速度：既供用区間はH22センサスの12時間混雑時平均旅行速度、外環開通

後区間は設計速度である80km/h 

中央卸売市場

凡 例

環八利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

首都高利用経路

首都高利用
約82分（現況）

外環利用
約105分→約76分
（開通前） （開通後）

練馬IC
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表 3-4.6 現況（首都高ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

Ⅲ

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 0.8 29.51 1.63

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 1.3 84.89 0.92

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 2.1 84.89 1.48

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 2.1 32.08 3.93

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1 1 46.31 1.30

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 1.1 46.31 1.43

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 0.9 37.23 1.45

11000 11200500010 30510 高速５号池袋線 2.4 2.4 36.39 3.96

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 0.6 22.89 1.57

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 0.1 22.89 0.26

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 0.7 22.89 1.83

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 1.2 22.89 3.15

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 3.2 29.14 6.59

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 2.9 49.53 3.51

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 1.2 48.16 1.49

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1 1 49.55 1.21

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 0.1 34.90 0.17

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 0.2 34.90 0.34

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 1.5 44.17 2.04

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 1.3 44.51 1.75

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 0.4 44.51 0.54

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 1.3 39.21 1.99

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 0.5 40.14 0.75

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 0.7 40.14 1.05

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 0.4 21.51 1.12

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 0.1 21.51 0.28

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1 1 21.51 2.79

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 0.8 18.06 2.66

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1 1 23.86 2.51

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 0.1 14.45 0.42

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 0.6 14.45 2.49

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 0.2 17.39 0.69

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 0.2 23.33 0.51

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 0.9 51.96 1.04

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 0.9 65.71 0.82

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 0.9 77.95 0.69

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 0.1 57.22 0.10

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 0.2 60.90 0.20

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 0.5 63.42 0.47

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 1.1 65.51 1.01

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 0.4 65.51 0.37

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 0.6 60.81 0.59

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 0.6 33.25 1.08

13100 13201000010 517 高速１１号台場線 2.8 2.8 15.39 10.91

13100 13201000020 517 高速１１号台場線 1.1 1.1 77.63 0.85

13100 13201000030 517 高速１１号台場線 1.1 1.1 77.63 0.85

13100 13200510080 514 高速湾岸線 1.1 1.1 85.10 0.78

13100 13200510070 514 高速湾岸線 0.1 0.1 67.05 0.09

13100 13200510060 514 高速湾岸線 1.7 1.7 67.05 1.52

13100 13200510050 514 高速湾岸線 0.7 0.7 79.20 0.53

13100 13200510040 514 高速湾岸線 1.4 1.4 82.92 1.01

13100 13200510030 514 高速湾岸線 0.5 0.5 78.29 0.38

13100 13303570260 1144 一般国道３５７号 0.8 0.8 34.66 1.38

計 50.5 50.5 82

資料: H22道路交通センサス



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-102

 

 

表 3-4.7 現況（環八ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料: H22道路交通センサス

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

Ⅲ

(分)

平日混雑

13100 13400240150 14026 練馬所沢線 0.7 0.7 16.24 2.59

13100 13400240010 4026 練馬所沢線 0.5 0.5 15.49 1.94

13100 13604430010 6056 南田中町旭町線 1.9 1.9 20.05 5.69

13100 13403110330 4077 環状８号線 0.2 0.2 17.91 0.67

13100 13403110320 4077 環状８号線 0.1 0.1 10.25 0.59

13100 13403110310 4077 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13403110300 4077 環状８号線 0.2 0.2 12.87 0.93

13100 13403110290 4077 環状８号線 1 1 17.05 3.52

13100 13403110280 4076 環状８号線 1.4 1.4 18.93 4.44

13100 13403110270 4076 環状８号線 1.9 1.9 14.67 7.77

13100 13400070440 44005 杉並あきる野線 0.2 0.2 9.74 1.23

13100 13403110250 44005 環状８号線 0.3 0.3 10.44 1.72

13100 13400140310 44005 新宿国立線 1.1 1.1 15.41 4.28

13100 13403110230 4075 環状８号線 0.2 0.2 11.68 1.03

13100 13403110220 4075 環状８号線 0.2 0.2 11.68 1.03

13100 13403110210 4075 環状８号線 0.4 0.4 11.68 2.06

13100 13403110200 4075 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13403110190 4075 環状８号線 1.2 1.2 16.31 4.42

13100 13403110180 4075 環状８号線 1.3 1.3 23.01 3.39

13100 13403110170 4074 環状８号線 1.4 1.4 26.28 3.20

13100 13403110160 4074 環状８号線 1 1 18.20 3.30

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 0.9 14.21 3.80

13100 13403110140 4074 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 0.9 9.73 5.55

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 1.1 12.80 5.16

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 0.7 31.00 1.35

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 1.9 28.43 4.01

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 1.6 32.95 2.91

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 1.9 26.68 4.27

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 0.1 19.04 0.32

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 1.2 22.90 3.14

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 0.1 26.62 0.23

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 2.2 18.52 7.13

13100 13300150200 1056 一般国道１５号 0.6 0.6 10.74 3.35

13100 13300150190 1056 一般国道１５号 1.5 1.5 22.59 3.98

13100 13300150180 1056 一般国道１５号 0.4 0.4 18.20 1.32

13100 13403180020 4102 環状７号線 1.2 1.2 25.74 2.80

13100 13403180010 44024 環状７号線 1 1 27.57 2.18

計 32.5 32.5 105
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表 3-4.8 整備後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9)現道等における、総重量25ｔの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車両が通行できない区間

を解消する。 

 

外環(関越～東名)の現道である環状８号線はコンテナ通行支障区間が存在しないため、対象外。 

資料: H22道路交通センサス

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

Ⅲ

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 0.8 29.51 1.63

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 16 80.00 12.00

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 0.5 64.53 0.46

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 0.9 14.21 3.80

13100 13403110140 4074 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 0.9 9.73 5.55

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 1.1 12.80 5.16

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 0.7 31.00 1.35

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 1.9 28.43 4.01

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 1.6 32.95 2.91

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 1.9 26.68 4.27

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 0.1 19.04 0.32

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 1.2 22.90 3.14

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 0.1 26.62 0.23

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 2.2 18.52 7.13

13100 13403110040 4071 環状８号線 1.8 1.8 17.22 6.27

13100 13301310020 1101 一般国道１３１号 0.5 0.5 10.05 2.99

13100 13301310010 1101 一般国道１３１号 0.7 0.7 19.93 2.11

13100 13403110020 4070 環状８号線 1.4 1.4 44.92 1.87

13100 13403110010 4070 環状８号線 1.5 1.5 46.75 1.93

13100 13303570290 4070 一般国道３５７号 1.5 1.5 64.54 1.39

13100 13303570280 41145 一般国道３５７号 1.5 1.5 60.44 1.49

13100 13303570270 1145 一般国道３５７号 4.6 4.6 46.53 5.93

計 43.4 43.4 76
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10)都市再生プロジェクトを支援する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料: 都市再生プロジェクト(第2次決定)(平成13年8月28日） 
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11)三大都市圏の環状道路を形成する 

外環は、首都圏の３環状道路の一部となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.9 ３環状ネットワーク図 

 

 

 

 

 

再評価対象区間 

資料: 国土交通省関東地方整備局HP
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12)市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

 

13)中心市街地内で行う事業である 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

 

14)新幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

 

15)DID区域内の都市計画道路であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

 

16)対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発（300 戸以上又は 16ha 以上、大都市においては 100 戸

以上又は5ha以上）への連絡道路となる 

 

沿線地域は、既存の住宅地街のため、連絡路がない住宅地開発は存在しない。 

 

 

17)高速自動車国道と並行する自専道（Ａ‘路線）としての位置づけ有り 

 

外環(関越～東名)は、一般国道の自専道ではないため、対象外。 

※Ａ‘路線とは、高速道路に並行する一般国道自動車専用道路 

 

18)地域高規格道路の位置づけあり 

 

外環(関越～東名)は、地域高規格道路ではないため、対象外。 
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19)当該道路が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.10 さいたま市から横浜市までのルート図 

 

 

 

 

※使用した速度：既供用区間はH22センサスの12時間混雑時平均旅行速度、

外環開通後区間は設計速度である80km/h 

さいたま市役所

横浜市役所

凡 例

都心部利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

外環利用
約107分→約90分
（開通前） （開通後）
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【参考】拠点都市について 

拠点都市として重要地である、さいたま市（さいたま市役所）と横浜市（横浜市役所）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.11 生活圏の区分 

 

表 3-4.9 各都道府県において表示される基準地・重要地・主要地一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県名 基準地 重 要 地 主　　要　　地

埼玉県

－ さいたま、春日部、川
越、熊谷、秩父、草
加、所沢、東松山

入間、上尾、桶川、岩槻、川口、小川、行
田、加須、越谷、久喜、鴻巣、蓮田、坂戸、
飯能、深谷、戸田、三郷、長瀞、羽生、本
庄、寄居、幸手、狭山、川島、日高、菖蒲、
和光、栗橋、富士見、小鹿野、大宮、浦和

千葉県
－ 柏、木更津、千葉、成

田
市原、市川、勝浦、鴨川、佐倉、香取、東
金、館山、成田空港、野田、船橋、松戸、茂
原、八千代、匝瑳、四街道、浦安、銚子

東京都
（23区）

東京 浅草橋、池袋、上野、
五反田、新宿、渋谷、
品川、巣鴨、日本橋

赤羽、青戸、荻窪、赤羽橋、蒲田、板橋、飯
田橋、大森、大原、王子、羽田、日比谷、東
中野、本郷、馬込、丸子橋、三宅坂、目白、
四谷、目黒、谷原、六本木、信濃町、砂町、
千住、瀬田、高井戸、辰巳、高田馬場、戸田
橋、等々力、成増、半蔵門、初台、晴海、亀
戸、上馬、葛西、亀有、銀座、言問橋、高円
寺、桜田門、大崎、三軒茶屋、新橋、四ツ
木、西新井、三ノ輪、南砂、芝公園、市川
橋、祝田橋、永代橋、恵比寿、大久保、大手
町、御徒町、駒形橋、駒沢、笹目橋、水道
橋、溜池、豊洲

（23区外） 八王子 秋川、五日市、あきる野、青梅、奥多摩、数馬、清
瀬、狛江、小平、立川、高尾、西東京、多摩ニュータ
ウン、調布、拝島橋、東村山、檜原、府中、町田、瑞
穂、三鷹、福生

－ 厚木、小田原、相模
原、横須賀

伊勢原、江の島、鎌倉、茅ヶ崎、津久井、秦
野、箱根、藤沢、松田、三崎、大和、湯河
原、平塚、相模湖

横浜 磯子、市ヶ尾、新横浜、金沢、桜木町、綱
島、鶴ヶ峰、鶴見、戸塚、長津田、東神奈
川、保土ケ谷、関内、高島

川崎 小杉、登戸、溝口

神奈川県

資料: 国土交通省HP

資料: 国土交通省HP 
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表 3-4.10 現況（都心部ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ番

号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

Ⅲ

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 0.8 12.44 3.86

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 0.1 16.98 0.35

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 1.1 16.98 3.89

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 1.8 19.17 5.63

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 0.5 21.90 1.37

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 0.1 18.35 0.33

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 0.2 17.20 0.70

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 0.4 26.20 0.92

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1 1 17.93 3.35

11000 11300170040 1041 一般国道１７号 0.6 0.6 28.39 1.27

11000 11300170030 1041 一般国道１７号 1.7 1.7 25.40 4.02

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 0.6 22.89 1.57

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 0.1 22.89 0.26

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 0.7 22.89 1.83

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 1.2 22.89 3.15

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 3.2 29.14 6.59

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 2.9 49.53 3.51

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 1.2 48.16 1.49

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1 1 49.55 1.21

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 0.1 34.90 0.17

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 0.2 34.90 0.34

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 1.5 44.17 2.04

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 1.3 44.51 1.75

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 0.4 44.51 0.54

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 1.3 39.21 1.99

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 0.5 40.14 0.75

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 0.7 40.14 1.05

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 0.4 21.51 1.12

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 0.1 21.51 0.28

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1 1 21.51 2.79

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 0.8 18.06 2.66

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1 1 23.86 2.51

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 0.1 14.45 0.42

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 0.6 14.45 2.49

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 0.2 17.39 0.69

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 0.2 23.33 0.51

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 0.5 51.96 1.04

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 0.9 65.71 0.82

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 0.9 77.95 0.69

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 0.1 57.22 0.10

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 0.2 60.90 0.20

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 0.5 63.42 0.47

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 1.1 65.51 1.01

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 0.4 65.51 0.37

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 0.6 60.81 0.59

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 0.6 33.25 1.08

13100 13200100020 505 高速１号羽田線 1.1 1.1 29.24 2.26

13100 13200100030 505 高速１号羽田線 1.9 1.9 36.89 3.09

13100 13200100040 505 高速１号羽田線 1.7 1.7 36.89 2.77

13100 13200100050 505 高速１号羽田線 1.6 1.6 36.89 2.60

13100 13200100060 505 高速１号羽田線 0.6 0.6 73.50 0.49

13100 13200100070 505 高速１号羽田線 0.6 0.6 74.75 0.48

13100 13200100080 505 高速１号羽田線 0.8 0.8 74.75 0.64

13100 13200100090 505 高速１号羽田線 1.1 1.1 77.34 0.85

13100 13200100100 505 高速１号羽田線 1.3 1.3 70.12 1.11

13100 13200100110 505 高速１号羽田線 0.8 0.8 67.84 0.71

13100 13200100120 505 高速１号羽田線 0.7 0.7 68.71 0.61

13100 13201100010 30516 高速神奈川１号横羽線 0.9 0.9 68.71 0.79

14130 14201100010 501 高速神奈川１号横羽線 0.8 0.8 65.39 0.73

14100 14201100020 501 高速神奈川１号横羽線 3.6 3.6 74.83 2.89

14100 14201100030 501 高速神奈川１号横羽線 2 2 48.49 2.47

14130 14201100040 501 高速神奈川１号横羽線 0.1 0.1 48.49 0.12

14100 14201100050 501 高速神奈川１号横羽線 0.7 0.7 53.56 0.78

14100 14201100060 501 高速神奈川１号横羽線 2.2 2.2 67.56 1.95

14100 14201100070 501 高速神奈川１号横羽線 0.7 0.7 70.17 0.60

14100 14201100080 501 高速神奈川１号横羽線 0.6 0.6 70.17 0.51

14100 14201100090 501 高速神奈川１号横羽線 0.4 0.4 71.84 0.33

14100 14201100100 501 高速神奈川１号横羽線 2.1 2.1 72.84 1.73

14100 14201100110 501 高速神奈川１号横羽線 1.3 1.3 65.76 1.19

14100 14201100120 502 高速神奈川１号横羽線 0.1 0.1 46.81 0.13

14100 14201100130 502 高速神奈川１号横羽線 0.9 0.9 46.81 1.15

14100 14201100140 502 高速神奈川１号横羽線 0.9 0.9 54.58 0.99

14100 14201100150 502 高速神奈川１号横羽線 0.1 0.1 74.45 0.08

14100 14201100160 502 高速神奈川１号横羽線 1.8 1.8 74.45 1.45

計 67.2 66.8 107
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表 3-4.11 開通後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ番

号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

混雑時平

均旅行速
度(km/h)

所要時間
Ⅲ

(分)

平日混雑
11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 0.8 12.44 3.86

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 0.1 16.98 0.35
11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 1.1 16.98 3.89

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 1.8 19.17 5.63

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 0.5 21.90 1.37
11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 0.1 18.35 0.33

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 0.2 17.20 0.70

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 0.4 26.20 0.92
11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1 1 17.93 3.35

11000 11302980030 1101 一般国道２９８号 0.6 0.6 19.12 1.88

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 0.9 37.23 1.45
11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 1.1 46.31 1.43

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1 1 46.31 1.30

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 2.1 32.08 3.93
11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 2.1 84.89 1.48

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 1.3 84.89 0.92

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 16 80.00 12.00
13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 0.5 64.53 0.46

14130 14110100010 1 東名高速道路 1.9 1.9 64.53 1.77

14130 14110100020 1 東名高速道路 2.4 2.4 64.53 2.23
14130 14110100030 1 東名高速道路 1 1 70.50 0.85

14100 14110100040 30001 東名高速道路 4.8 4.8 70.50 4.09

14100 14110100050 1 東名高速道路 0.8 0.8 70.08 0.68
14100 14110100060 1 東名高速道路 1.1 1.1 70.08 0.94

14100 14110100070 1 東名高速道路 0.4 0.4 70.08 0.34
14100 14110100080 1 東名高速道路 4 4 70.08 3.42

14100 14110100090 1 東名高速道路 0.4 0.4 68.16 0.35

13000 13300160010 1001 一般国道１６号 0.2 0.2 15.87 0.76
14100 14300160770 11031 一般国道１６号 0.2 0.2 46.58 0.26

14100 14300160760 11031 一般国道１６号 0.1 0.1 46.58 0.13

14100 14300160750 11031 一般国道１６号 1.4 1.4 46.58 1.80
14100 14300160320 11030 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 2 2 22.15 5.42

14100 14300160330 11029 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 2.8 2.8 29.15 5.76

14100 14300160340 11028 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1 1 36.92 1.63
14100 14300160350 11028 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.8 1.8 50.04 2.16

14100 14300160360 11028 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.1 1.1 31.83 2.07

14100 14300160370 11025 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.3 1.3 62.89 1.24
14100 14201400100 504 高速神奈川３号狩場線 0.9 0.9 37.72 1.43

14100 14201400070 504 高速神奈川３号狩場線 1.5 1.5 56.60 1.59

14100 14201400060 504 高速神奈川３号狩場線 0.7 0.7 61.31 0.69
14100 14300160220 1024 一般国道１６号 0.8 0.8 17.36 2.76

14100 14300160230 1024 一般国道１６号 0.4 0.4 12.23 1.96

14100 14300160240 1024 一般国道１６号 0.2 0.2 15.45 0.78
計 64.8 64.8 90
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20)当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.12 谷原から瀬田までのルート図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用した速度：既供用区間は H22 センサスの 12 時間混雑時平均旅行速度、外環

開通後区間は設計速度である80km/h 

谷原交差点

瀬田交差点

外環利用
約48分→約21分
（開通前） （開通後）

凡 例

環八利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）
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【参考】日常活動圏について 

隣接する日常活動圏として主要地である、谷原（谷原交差点）と瀬田（瀬田交差点）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.13 生活圏の区分 

 

表 3-4.12 各都道府県において表示される基準値・重要地・主要地一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土交通省HP 

資料: 国土交通省HP 

都道府県名 基準地 重 要 地 主　　要　　地

埼玉県

－ さいたま、春日部、川
越、熊谷、秩父、草
加、所沢、東松山

入間、上尾、桶川、岩槻、川口、小川、行
田、加須、越谷、久喜、鴻巣、蓮田、坂戸、
飯能、深谷、戸田、三郷、長瀞、羽生、本
庄、寄居、幸手、狭山、川島、日高、菖蒲、
和光、栗橋、富士見、小鹿野、大宮、浦和

千葉県
－ 柏、木更津、千葉、成

田
市原、市川、勝浦、鴨川、佐倉、香取、東
金、館山、成田空港、野田、船橋、松戸、茂
原、八千代、匝瑳、四街道、浦安、銚子

東京都
（23区）

東京 浅草橋、池袋、上野、
五反田、新宿、渋谷、
品川、巣鴨、日本橋

赤羽、青戸、荻窪、赤羽橋、蒲田、板橋、飯
田橋、大森、大原、王子、羽田、日比谷、東
中野、本郷、馬込、丸子橋、三宅坂、目白、
四谷、目黒、谷原、六本木、信濃町、砂町、
千住、瀬田、高井戸、辰巳、高田馬場、戸田
橋、等々力、成増、半蔵門、初台、晴海、亀
戸、上馬、葛西、亀有、銀座、言問橋、高円
寺、桜田門、大崎、三軒茶屋、新橋、四ツ
木、西新井、三ノ輪、南砂、芝公園、市川
橋、祝田橋、永代橋、恵比寿、大久保、大手
町、御徒町、駒形橋、駒沢、笹目橋、水道
橋、溜池、豊洲

（23区外） 八王子 秋川、五日市、あきる野、青梅、奥多摩、数馬、清
瀬、狛江、小平、立川、高尾、西東京、多摩ニュータ
ウン、調布、拝島橋、東村山、檜原、府中、町田、瑞
穂、三鷹、福生

－ 厚木、小田原、相模
原、横須賀

伊勢原、江の島、鎌倉、茅ヶ崎、津久井、秦
野、箱根、藤沢、松田、三崎、大和、湯河
原、平塚、相模湖

横浜 磯子、市ヶ尾、新横浜、金沢、桜木町、綱
島、鶴ヶ峰、鶴見、戸塚、長津田、東神奈
川、保土ケ谷、関内、高島

川崎 小杉、登戸、溝口

神奈川県
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表 3-4.13 現況（環八ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-4.14 開通後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス

資料：H22道路交通センサス

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

平均旅行

速度

(km/h)

所要時間

(分)

12h平

13100 13604430010 6056 南田中町旭町線 1.9 1.9 20.05 5.11

13100 13403110330 4077 環状８号線 0.2 0.2 17.91 0.58

13100 13403110320 4077 環状８号線 0.1 0.1 10.25 0.54

13100 13403110310 4077 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13403110300 4077 環状８号線 0.2 0.2 12.87 0.80

13100 13403110290 4077 環状８号線 1 1 17.05 3.63

13100 13403110280 4076 環状８号線 1.4 1.4 18.93 3.74

13100 13403110270 4076 環状８号線 1.9 1.9 14.67 6.43

13100 13400070440 44005 杉並あきる野線 0.2 0.2 9.74 1.01

13100 13403110250 44005 環状８号線 0.3 0.3 10.44 1.49

13100 13400140310 44005 新宿国立線 1.1 1.1 15.41 3.93

13100 13403110230 4075 環状８号線 0.2 0.2 11.68 0.91

13100 13403110220 4075 環状８号線 0.2 0.2 11.68 0.91

13100 13403110210 4075 環状８号線 0.4 0.4 11.68 1.82

13100 13403110200 4075 環状８号線 0 0 0.00 0.00

13100 13403110190 4075 環状８号線 1.2 1.2 16.31 3.71

13100 13403110180 4075 環状８号線 1.3 1.3 23.01 3.27

13100 13403110170 4074 環状８号線 1.4 1.4 26.28 3.25

13100 13403110160 4074 環状８号線 1 1 18.20 3.32

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 0.9 14.21 3.81

計 14.9 14.9 48

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

平均旅行

速度

(km/h)

所要時間

(分)

12h平

13100 13400240010 4026 練馬所沢線 0.5 0.5 15.49 1.71

13100 13400240150 14026 練馬所沢線 0.7 0.7 16.24 2.15

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 0.8 29.51 1.07

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 16 80.00 12.00

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 0.5 64.53 0.45

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 0.9 14.21 3.81

計 19.4 19.4 21
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21)現道等における交通不能区間を解消する 

 

現道である環状８号線、環状７号線は、交通不能区間が存在しないため、対象外。 

 

22)現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する 

 

現道である環状８号線、環状７号線は、４車線道路であり、大型車すれ違い困難区間ではないため、

対象外。 
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23)日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.14 さいたま市から川崎市までのルート図 

 

 

 

 

 

※使用した速度：既供用区間はH22センサスの12時間混雑時平均旅行速度、外環開通後区

間は設計速度である80km/h 

さいたま市役所

凡 例

首都高利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

外環利用
約103分→約92分
（開通前） （開通後）

約１１分短縮約１１分短縮

川崎市役所

開通後：外環利用

開通前：首都高利用
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【参考】日常活動圏について 

日常活動圏として重要地である、さいたま市（さいたま市役所）と川崎市（川崎市役所）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.15 生活圏の区分 

 

 

表 3-4.15 各都道府県において表示される基準値・重要地・主要地一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県名 基準地 重 要 地 主　　要　　地

埼玉県

－ さいたま、春日部、川
越、熊谷、秩父、草
加、所沢、東松山

入間、上尾、桶川、岩槻、川口、小川、行
田、加須、越谷、久喜、鴻巣、蓮田、坂戸、
飯能、深谷、戸田、三郷、長瀞、羽生、本
庄、寄居、幸手、狭山、川島、日高、菖蒲、
和光、栗橋、富士見、小鹿野、大宮、浦和

千葉県
－ 柏、木更津、千葉、成

田
市原、市川、勝浦、鴨川、佐倉、香取、東
金、館山、成田空港、野田、船橋、松戸、茂
原、八千代、匝瑳、四街道、浦安、銚子

東京都
（23区）

東京 浅草橋、池袋、上野、
五反田、新宿、渋谷、
品川、巣鴨、日本橋

赤羽、青戸、荻窪、赤羽橋、蒲田、板橋、飯
田橋、大森、大原、王子、羽田、日比谷、東
中野、本郷、馬込、丸子橋、三宅坂、目白、
四谷、目黒、谷原、六本木、信濃町、砂町、
千住、瀬田、高井戸、辰巳、高田馬場、戸田
橋、等々力、成増、半蔵門、初台、晴海、亀
戸、上馬、葛西、亀有、銀座、言問橋、高円
寺、桜田門、大崎、三軒茶屋、新橋、四ツ
木、西新井、三ノ輪、南砂、芝公園、市川
橋、祝田橋、永代橋、恵比寿、大久保、大手
町、御徒町、駒形橋、駒沢、笹目橋、水道
橋、溜池、豊洲

（23区外） 八王子 秋川、五日市、あきる野、青梅、奥多摩、数馬、清
瀬、狛江、小平、立川、高尾、西東京、多摩ニュータ
ウン、調布、拝島橋、東村山、檜原、府中、町田、瑞
穂、三鷹、福生

－ 厚木、小田原、相模
原、横須賀

伊勢原、江の島、鎌倉、茅ヶ崎、津久井、秦
野、箱根、藤沢、松田、三崎、大和、湯河
原、平塚、相模湖

横浜 磯子、市ヶ尾、新横浜、金沢、桜木町、綱
島、鶴ヶ峰、鶴見、戸塚、長津田、東神奈
川、保土ケ谷、関内、高島

川崎 小杉、登戸、溝口

神奈川県

資料: 国土交通省HP

資料: 国土交通省HP 
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表 3-4.16 現況（都心部ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

混雑時平均

旅行速度

(km/h)

所要時間

Ⅲ

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 0.8 12.44 3.86

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 0.1 16.98 0.35

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 1.1 16.98 3.89

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 1.8 19.17 5.63

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 0.5 21.90 1.37

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 0.1 18.35 0.33

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 0.2 17.20 0.70

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 0.4 26.20 0.92

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1 1 17.93 3.35

11000 11300170040 1041 一般国道１７号 0.6 0.6 28.39 1.27

11000 11300170030 1041 一般国道１７号 1.7 1.7 25.40 4.02

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 0.6 22.89 1.57

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 0.1 22.89 0.26

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 0.7 22.89 1.83

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 1.2 22.89 3.15

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 3.2 29.14 6.59

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 2.9 49.53 3.51

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 1.2 48.16 1.49

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1 1 49.55 1.21

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 0.1 34.90 0.17

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 0.2 34.90 0.34

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 1.5 44.17 2.04

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 1.3 44.51 1.75

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 0.4 44.51 0.54

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 1.3 39.21 1.99

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 0.5 40.14 0.75

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 0.7 40.14 1.05

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 0.4 21.51 1.12

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 0.1 21.51 0.28

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1 1 21.51 2.79

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 0.8 18.06 2.66

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1 1 23.86 2.51

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 0.1 14.45 0.42

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 0.6 14.45 2.49

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 0.2 17.39 0.69

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 0.2 23.33 0.51

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 0.9 51.96 1.04

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 0.9 65.71 0.82

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 0.9 77.95 0.69

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 0.1 57.22 0.10

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 0.2 60.90 0.20

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 0.5 63.42 0.47

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 1.1 65.51 1.01

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 0.4 65.51 0.37

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 0.6 60.81 0.59

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 0.6 33.25 1.08

13100 13200100020 505 高速１号羽田線 1.1 1.1 29.24 2.26

13100 13200100030 505 高速１号羽田線 1.9 1.9 36.89 3.09

13100 13200100040 505 高速１号羽田線 1.7 1.7 36.89 2.77

13100 13200100050 505 高速１号羽田線 1.6 1.6 36.89 2.60

13100 13200100060 505 高速１号羽田線 0.6 0.6 73.50 0.49

13100 13200100070 505 高速１号羽田線 0.6 0.6 74.75 0.48

13100 13200100080 505 高速１号羽田線 0.8 0.8 74.75 0.64

13100 13200100090 505 高速１号羽田線 1.1 1.1 77.34 0.85

13100 13200100100 505 高速１号羽田線 1.3 1.3 70.12 1.11

13100 13200100110 505 高速１号羽田線 0.8 0.8 67.84 0.71

13100 13200100120 505 高速１号羽田線 0.7 0.7 68.71 0.61

13100 13201100010 30516 高速神奈川１号横羽線 0.9 0.9 68.71 0.79

14130 14201100010 501 高速神奈川１号横羽線 0.8 0.8 65.39 0.73

14130 14304090060 1055 一般国道４０９号 0.3 0.3 10.02 1.80

14130 14304090070 1055 一般国道４０９号 2.4 2.4 20.64 6.98

14130 14304090080 1055 一般国道４０９号 0.6 0.6 15.57 2.31

14130 14300150010 1011 一般国道１５号 0.6 0.6 41.90 0.86

14130 14300150020 1011 一般国道１５号 0.2 0.2 18.66 0.64

計 53.8 53.8 103
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表 3-4.17 開通後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

考慮延長

(km)

混雑時平均

旅行速度

(km/h)

所要時間

Ⅲ

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 0.8 12.44 3.86

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 0.1 16.98 0.35

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 1.1 16.98 3.89

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 1.8 19.17 5.63

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 0.5 21.90 1.37

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 0.1 18.35 0.33

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 0.2 17.20 0.70

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 0.4 26.20 0.92

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1 1 17.93 3.35

11000 11302980030 1101 一般国道２９８号 0.6 0.6 19.12 1.88

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 0.9 37.23 1.45

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 1.1 46.31 1.43

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1 1 46.31 1.30

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 2.1 32.08 3.93

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 2.1 84.89 1.48

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 1.3 84.89 0.92

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 16 80.00 12.00

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 0.5 64.53 0.46

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 0.9 14.21 3.80

13100 13302460260 1116 一般国道２４６号 0.6 0.6 23.28 1.55

13100 13302460270 1117 一般国道２４６号 1 0.5 36.40 1.65

13100 13302460360 31117 一般国道２４６号 0.6 0.6 7.78 4.63

13100 13302460370 31117 一般国道２４６号 0.3 0.3 7.88 2.29

14130 14302460680 1033 一般国道２４６号 0.3 0.3 8.99 2.00

14130 14500010050 4027 幸多摩線 1.3 1.3 11.05 7.06

14130 14500010040 4027 幸多摩線 0.8 0.8 31.36 1.53

14130 14500010030 4027 幸多摩線 5.2 5.2 31.36 9.95

14130 14500010020 4026 幸多摩線 0.6 0.6 30.20 1.19

14130 14500010010 4026 幸多摩線 3 3 30.20 5.96

14130 14304090110 1054 一般国道４０９号 0.4 0.4 39.10 0.61

14130 14400090020 4009 川崎府中線 0.4 0.4 16.85 1.42

14130 14400090010 4009 川崎府中線 0.9 0.9 16.85 3.20

計 47.9 47.4 92



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-119

 

24)鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

 

25)拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する 

 

外環(関越～東名)は、将来的なプロジェクトとして、支援する可能性はあるが、現段階で明確なプロ

ジェクトがないため、対象外とした。 

 

 

26)主要な観光地へのアクセス向上が期待される 

 

外環(関越～東名)の整備により、大泉 IC からの圏域（３時間）が広がり、観光地へのアクセス向上

が期待されるため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.16 大泉ICからの３時間到達圏域 

 

資料：H22道路交通センサス 
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27)特別立法に基づく事業である 

 

外環(関越～東名)は、特別立法に基づく事業ではないため、対象外。 

 

 

28)新規整備の公共公益施設へ直結する道路である 

 

新規整備の公共公益施設へ直結する道路ではないため、対象外。 

 

 

29)歴史的景観を活かした道路整備や中心商店街のシンボル的な道路整備等、特色あるまちづくりに資す

る事業である 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3．将来交通量推計及び整備効果に係る説明資料の作成 

 3-121

 

(2)暮らし 

 

1)自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の

全てに該当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通

行の快適・安全性の向上が期待できる 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

 

2)交通バリアフリー法における道路特定事業に位置付けがある、または、交通バリアフリー法に基づく

重点整備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される 

 

外環(関越～東名)は、自専道のため、対象外。 

 

 

3)対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

 

4)市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）の幹線道路にお

いて新たに無電柱化を達成する 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 
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5)三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

外環(関越～東名)が整備されることにより、第三次医療施設である杏林大学医学部附属病院からの

20分圏域が広がり、アクセス向上が図られる地域が増加するため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H17国勢調査、H22道路交通センサスより作成 

※圏域の算出方法：既存道路はH22道路交通センサスの混雑時平均旅行速度を用いて、病院から20分で到達できる範囲を算出、

外環（関越～東名）区間は設計速度である80km/hを用いて算出した。 

※人口は、H17国勢調査地域メッシュ統計（総務省統計局）における500ｍメッシュ人口を用いて、病院から20分で到達できる

範囲から算出 

※20分は呼吸停止時の死亡率が100％になる時間より設定 

 

図 3-4.17 杏林大学医学部付属病院からの20分到達圏域 

外環（関越～東名）整備における杏林大学医学部付属病院からの20分圏域 

杏林大学医学部付属病院ま
で約50分が約20分に短縮 

杏林大学医学部付属病院ま
で約42分が約20分に短縮 
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(3)安全 

1)現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の

設置又は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

2)当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ

歩行者交通量100人/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は

歩行者交通量500人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

3)近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する 

 

外環(関越～東名)周辺の近隣市は、複数の幹線道路が存在し、孤立化する集落は存在しないため、対

象外。 

 

4)対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画

に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」と

いう）として位置づけあり 

 

外環(関越～東名)は、高速自動車国道であり、緊急輸送道路ネットワークに位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.18 東京都の緊急輸送道路 

資料：東京都建設局HP
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5)緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する 

 

外環(関越～東名)は、三環状の一部となっており、中央環状が通行止めとなった場合、代替路として

機能するため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.19 緊急輸送道路図（東京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通行止め 
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6)並行する高速ネットワークの代替路線として機能する。（A'路線としての位置づけがある場合） 

 

外環(関越～東名)は、A'路線ではないため、対象外。 

 

 

7)現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が

解消される 

 

外環の現道には、防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行

規制等は存在しないため、対象外。 

 

 

8)現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する 

 

外環の現道には、事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間は存在しないため、対

象外。 

 

9)避難路へ1km以内で到達できる地区が新たに増加する 

 

外環(関越～東名)の周辺は、市街地であり、新たに避難路へ１ｋｍ以内で到達できる地区は増加しな

いため、対象外。 

 

 

10)幅員6m以上の道路がないため、消火活動が出来ない地区が解消する 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 

 

 

11)密集市街地における事業で火災時の延焼遮断帯の役割を果たす 

 

外環(関越～東名)は、地下構造のため、対象外。 
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(4)環境 

1)対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 

表 3-4.18 CO2排出量 

 

 

 

 

※区間ａとは、当該事業による影響を受ける区間（原則として費用便益分析の対象リンク） 

 

 

2)現道等における自動車からのNOX排出削減率 

 

表 3-4.19 NOX排出量 

 

 

 

 

※区間ａとは、当該事業による影響を受ける区間（原則として費用便益分析の対象リンク） 

 

 

 

3)現道等における自動車からのSPM排出削減率 

 

表 3-4.20 SPM排出量 

 

 

 

 

※区間ａとは、当該事業による影響を受ける区間（原則として費用便益分析の対象リンク） 

 

 

4)現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期

待される区間がある 

環状８号線、環状７号線には、夜間騒音レベル（70ｄＢ）を超過する箇所が存在しているが、外環(関

越～東名)の整備により交通量が転換し、交通量は減少するものの要請限度を下回ることが期待できる

かは不明のため、対象外。 

 

 

 

削減量 削減率 削減量 削減率 削減量 削減率 削減量 削減率

東京外かく環状道路
（関越～東名）

5,000 1.3% 165,000 0.4% 259 0.5% 13.3 0.5%

区間ａ
渋滞損失時間（万人時/年） CO2排出量（t/年） NOX排出量（t/年） SPM排出量（t/年）

区間ａ

効果分析

事業名
区間ａ 区間ａ

削減量 削減率 削減量 削減率 削減量 削減率 削減量 削減率

東京外かく環状道路
（関越～東名）

5,000 1.3% 165,000 0.4% 259 0.5% 13.3 0.5%

区間ａ
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5)その他、環境や景観上の効果が期待される 

 

その他は、現時点で定量的な効果として捉えることができないため、対象外。 

 

 

(5)その他 

1)道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけられている 

 

 外環(関越～東名)は、プログラムによる位置づけはないため、対象外。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.20 緊急輸送道路図（東京都） 

資料：世田谷区道路整備方針 
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2)関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり 

 

３環状としての大規模事業であるが、一体的に整備する必要性がないため、対象外。 

 

 

3)他機関との連携プログラムに位置づけられている 

 

「10 年後の東京への実行プログラム 2009」（東京都）に「東京の最大の弱点である渋滞を解消する

三環状道路等の整備促進」として位置づけられているため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.21 三環状道路などの整備促進 

 

4)その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる 

 

本事業の整備により、環状８号線の交通量が減少し、渋滞が緩和されることで混雑を避けて生活道路

に入りこんでいた通り抜け自動車が環状８号線を走行するようになり、その結果、生活道路の安全性向

上が見込まれる。 

 

 

資料：「10年後の東京への実行プログラム2009」東京都


